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・環境特集

・市議会だより

・みとよＤＥネットウォーク
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　世界は大きく変わり始めています。そのひとつが使い捨て社会から循環共生社会への移行です。

　世界の先進国が突き進んできた使い捨て社会は、地球資源を食いつくし、地球を温暖化させて、と

うとう私たちの子や孫の未来までも使い捨てようとしています。この流れを、資源を再利用し環境へ

の負荷をできる限り低減していく循環共生社会に変えていきませんか。すでに多くの自治体で行動が

始まっています。

　三豊市も循環共生社会をつくりましょう。

　そして、「使い捨て社会」から「循環共生社会」へ流れを変えましょう！
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世
界
の
先
進
国
す
べ
て
が

　
　
　
　
　
　
　

使
い
捨
て
社
会
で
し
た

古
来
の
日
本
文
化
に

　
　
　
　
「
使
い
捨
て
」
は
存
在
し
ま
せ
ん

「
菌
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
」
を
活
用
し
よ
う

環境共生社会 環境シリーズ　５

「使い捨て社会」から
　　　　　　　　「循環共生社会」へ！

「使い捨て社会」から
　　　　　　　　「循環共生社会」へ！

「使い捨て社会」から
　　　　　　　　「循環共生社会」へ！

　
人
類
の
歴
史
の
中
で
２０
世
紀
の
後
半
紀
は
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
時
代
で
し
た
。
物
を
使
っ
て
は

捨
て
、
ま
た
新
し
い
も
の
を
求
め
る
と
い
う
使
い
捨
て
の

時
代
で
し
た
。
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
先

進
国
す
べ
て
が
使
い
捨
て
社
会
で
し
た
。

　
し
か
し
今
、
地
球
温
暖
化
を
契
機
と
し
て
、
世
界
の
考

え
方
が
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
「
使
い
捨
て
」「
ご
み
」
、こ
ん
な
言
葉
も
考
え
方
も
、
日

本
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た
文
化
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
江
戸
時
代
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
先
祖
は

物
を
大
切
に
し
、
ひ
と
つ
の
役
割
が
終
わ
っ
て
も
次
の
役

割
を
考
え
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
古
い
手
紙
を
、
も
う

一
度
紙
に
す
き
直
し
た
り
、
ふ
す
ま
や
び
ょ
う
ぶ
の
下
張

り
に
し
た
り
と
、
知
恵
を
絞
っ
て
、
物
を
捨
て
る
の
で
は

な
く
活
か
し
て
き
ま
し
た
。
徹
底
し
て
再
利
用
方
法
を
探

し
て
き
た
の
で
す
。

　
「
使
い
捨
て
」
や
「
ご
み
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ほ
ん

の
こ
こ
４０
年
ほ
ど
の
間
に
定
着
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て

そ
の
使
い
捨
て
社
会
は
、
地
球
資
源
を
食
い
つ
く
し
、
地

球
を
温
暖
化
さ
せ
て
、
と
う
と
う
私
た
ち
の
子
や
孫
の
未

来
ま
で
も
使
い
捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を

「
循
環
共
生
社
会
」
に
変
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
２
月
１１
日
、
豊
中
町
公
民
館
に
お
い
て
、
長
崎
県
で
活

動
し
て
い
る
「
大
地
と
い
の
ち
の
会
」
代
表
の
吉
田
俊
道

氏
に
よ
る
「
元
気
野
菜
と
人
間
づ
く
り
」
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
６
０
名
も
の
市
民
が
参
加
し
、
生
ご
み
か
ら

良
い
土
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
参
加
者
全
員
が
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

〈地球の写真は気象庁より提供〉

（不動の滝カントリーパーク）

豊中町学校給食センターの調理くずをたい肥化

それを肥料にして、こんなに見事な桜が咲きます

▲
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「
ご
み
大
国
」
で
「
資
源
小
国
」
の
日
本
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
う
変
わ
れ
る
か

市
内
で
す
で
に

　
　
　
　

や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す

”

“

　
次
回
は
、「
三
豊
市
の
ご
み
分
別
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
長
崎
の
あ
る
保
育
園
で
は
、
週
１
回
、
自
宅
か

ら
園
児
が
生
ご
み
を
持
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
小

さ
く
つ
ぶ
し
て
、「
君
た
ち
が
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

も
の
を
土
の
中
の
微
生
物
菌
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
よ
う
ね
」

と
教
え
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
土
に
埋
め
る
の
で

は
な
く
、
食
べ
物
を
土
に
あ
げ
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。

　
微
生
物
も
生
き
物
で
す
。
生
ご
み
を
小
さ
く
し

て
菌
が
食
べ
や
す
く
す
る
と
、
３
日
で
土
に
か
え

り
ま
す
。
汚
い
は
ず
の
生
ご
み
は
、
土
中
の
微
生

物
の
栄
養
源
に
な
り
、
そ
れ
が
良
い
土
を
作
っ
て

く
れ
ま
す
。
土
を
元
気
に
し
、
野
菜
を
元
気
に
す

る
と
、
人
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
微
生
物
の
力
を
借
り
よ
う
！
菌
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー

を
借
り
よ
う
！
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
俊
道
氏
談
）

　
山
本
町
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
婦
人
会
や
地
区
衛
生

組
織
等
が
Ｅ
Ｍ
菌

（
人
間
や
自
然
環

境
に
と
っ
て
有
用

な
働
き
を
す
る
微

生
物
群
）
を
使
い
、

家
庭
な
ど
で
生
ご

み
の
た
い
肥
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
（
Ｅ
Ｍ
菌
を
米
ぬ
か
と
も
み
殻
を
混
ぜ

合
わ
せ
発
酵
さ
せ
た
も
の
）
に
よ
る
生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ

ー
事
業
（
平
成
８
年
度
実
施
）」
で
は
、
８０
世
帯
で
１
世
帯

月
平
均
２３
　
の
生
ご
み
が
減
量
で
き
ま
し
た
。
毎
年
の
「
Ｅ

Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
辻
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
給
食
の
調
理
く
ず

と
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
混
ぜ
て
た
い
肥
化
し
、
花
壇
、
プ
ラ
ン

タ
ー
、
実
習
田
等
に
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
資
源
小
国
な
の
に
、
ご
み
大
国
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
も
の
を
ご
み
と
考
え
ず
に
、
大
切
に
分

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
分
別
が
徹
底
で
き
る
か
ど
う
か
、

市
民
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
徹
底
で
き
れ
ば
お
の
ず

と
ご
み
は
減
量
化
し
、
そ
の
多
く
が
再
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
少
し
手
間
は
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活

水
準
が
下
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
環
境
の
た

め
、
子
や
孫
の
未
来
の
た
め
、
少
し
の
手
間
と
時
間
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
地
球
も
命
も
、
長
く
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
三
豊
市
長
　
横
山
忠
始
）

花壇や実習田等で

肥料として使っています

そして今、このたい肥を使って育てた花壇のパンジーがきれいに咲いています。（表紙写真参照）

給食の調理くずを

ＥＭぼかしでたい肥化
ＥＭぼかし作り

辻小学校の取り組みを紹介します

１０日間程度
発酵させます

ｋｇ

▲山本町全域に活動が広がっています
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三豊市環境基本計画を策定しました

望ましい環境像「水と緑を大切にする豊かな田園都市 みとよ」

　環境基本計画とは、「環境基本法」の規定に基づき“環境の保全に関する基本的な事項を定める計画”のことです。

　市では、「環境基本法」や「三豊市環境基本条例」に基づき、地域環境はもとより地球環境保全をも視野に入れた環境

施策を総合的かつ計画的に推進するため「三豊市環境基本計画」を策定しました。

　三豊市の自然豊かな地域の環境と、かけがえのない美しい地球を将来にわたって守り、はぐくみ、引き継いでいくた

めに、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　三豊市環境基本計画では、望ましい環境像の実現に向けて、これまでの生活様式を見直し、日常生活を環境へ配慮し

たものへと変えていくための指針（環境配慮指針）を定めています。

日常生活では、電気・ガス・灯油などのエネルギーや水の使用について、さまざまな環境配

慮が求められます。

・電化製品、ＯＡ機器などのスイッチはこまめに切る。

・冷房は２８℃以上、暖房は２０℃以下にする。

・風呂は続けて入るようにして、追いだきはしない。

・食器を洗うときは、お湯の温度を上げすぎない。

・食器洗いや歯磨き、洗車などの際には、水をこまめに止める。

・節水コマなどにより、水使用量を削減する。

・風呂の残り湯は洗濯水や打ち水などに利用する。

　望ましい環境像の中に用いられている「水」からは、海、川、ため池などが連想され、「緑」からは、田畑、里

山、森林、瀬戸の島々などが連想されます。「水と緑」は、美しい田園のイメージであると同時に、水と緑の惑星

である地球のイメージでもあります。この「水と緑」を、市民・民間団体・事業者・行政がそれぞれの立場から

「大切にする」とともに、協力しながら積極的に行動し、環境と経済が好循環する「豊かな田園都市」の実現を

目指します。

家庭での
配慮指針

車を使用する際には、マイカー使用の自粛やアイドリングストップ等エコドライブに努め

ましょう。

車使用時の
配慮指針

電 気

水

ガ ス
・
灯 油

・アイドリングストップ等エコドライブに努める。

・タイヤの空気圧など自動車の整備・点検をこまめに行う。

・近距離に出かけるときは、できるだけ徒歩や自転車を利用する。
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地球温暖化を防ぐため、私たちの生活を見直し二酸化炭素の排出を減らしましょう。

できるものから始め、できた項目にはチェックを入れて満点を目指しましょう。

カーテンを利用して太陽光の入射を調整したり、クールビズやウォームビズを

取り入れましょう。

家庭でできる
取組み１０項目

・ごみは分別する。

・野外焼却はしない。

・古新聞、段ボール、牛乳パックなどは、資源回収に出す。

・ペットのふんは飼い主がきちんと始末し、たばこや空き缶などのポイ捨てをしない。

・マイバッグやふろしきなどを持参し、レジ袋を削減する。

ごみの処理・買物
時の配慮指針

（注）節減量は条件によって異なります。また、節約金額は１００円未満を四捨五入した概数です。

節減量／世帯／年

取　組　内　容

冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低く設定する

通勤や買い物の際にバスや鉄道、自転車を利用しましょう。

週２日往復８kmの車の運転をやめる

駐車や長時間停車する時は、車のエンジンを切りましょう。

１日５分のアイドリングストップを行なう

主電源を切りましょう。長時間使わない時は、コンセントを抜きましょう。

待機電力を５０%削減する

体を洗っている間は、お湯を止めましょう。

シャワーを１日１分家族全員が減らす

市販のポンプを使うなど、残り湯を利用しましょう。

風呂の残り湯を洗濯や水やりに使う

ごはんは電子レンジで温め直し、電力の消費を少なくしましょう。

ポットや炊飯器の保温を止める

家族が同じ部屋で過ごすなど、暖房や照明の消費を減らしましょう。

家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を２割減らす

マイバックを持ち歩き、レジ袋を減らしましょう。

マイバックを持ち歩き、簡易包装の野菜を選ぶ

見たい番組だけを選んでみる習慣をつけましょう。

テレビ番組を選び、１日１時間テレビの利用を減らす

チェック （円）

合　　　　　　計

問い合わせ　環境衛生課　☎７３－３００７

▲

資料：全国地球温暖化防止活動推進センター
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市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

三
観
衛
生
組
合
議
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

定
例
会

（
新
）
委
　
員
　
　
大
西
　
敏
典

（
旧
）
委
　
員
　
　
香
川
　
　
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
1
日
付
）

（
新
）
委
　
員
　
　
三
宅
　
静
雄

（
旧
）
委
　
員
　
　
城
中
　
利
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
３
日
付
）

副
委
員
長
　
三
宅
　
静
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
１５
日
就
任
）

21 議
　
会
　
日
　
誌

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
の
選
任

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
交
代

月
3

日

24
日

25
日

26
日

28
日

議
会
広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

11
月
4

日

15
日

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

平
成
二
十
年
 
第
一
回
 
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
２０
年
第
１
回
三
豊
市
議
会
定

例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
２８
日
ま
で

の
２５
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
平
成
２０

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
予
算
１４
件
及
び
補
正
予
算
１３
件
、

三
観
広
域
行
政
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
な
ど
の
議
案
２５
件
、
意

見
書
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
議
会
選
出
監
査

委
員
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員
及

び
議
会
選
出
農
業
委
員
の
推
薦
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
平
成
２０
年

度
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
政
策
部
よ
り
平
成
２０
年

度
予
算
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
１３
議
案
全

て
可
決
し
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
は
、
３
月
１０
日
七
宝
会
・

日
本
共
産
党
が
行
い
（
代
表
質
問
は

２
名
以
上
の
会
派
が
毎
年
３
月
議
会

で
行
う
）
一
般
質
問
は
、
１１
日
・
１２

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
９
名
の
議
員

が
行
い
ま
し
た
。

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査
は

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
、
総

務
常
任
委
員
会
２１
日
、
建
設
経
済
常

任
委
員
会
１７
日
、
教
育
民
生
常
任
委

員
会
１４
日
・
１７
日
・
１９
日
・
２４
日
に

所
管
の
事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
２８
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
の
審
議

結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
全

議
案
原
案
承
認
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
議
案
１７
号
、
４５
号
及

び
４６
号
に
つ
い
て
は
「
反
対
」
の
少

数
意
見
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
３９
議
案
す
べ
て
委
員

長
報
告
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
、「
道
路
特

定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」

を
賛
成
多
数
で
可
決
、「
医
師
・
看
護

師
の
大
幅
な
増
員
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〔
監
査
委
員
〕

　
川
北
　
善
伴
氏
（
議
会
選
出
）

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〕

　
喜
田
　
芳
晴
氏
（
詫
間
町
詫
間
）

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

　
青
井
　
富
子
氏
（
三
野
町
吉
津
）

　
大
矢
根
節
子
氏
（
仁
尾
町
仁
尾
）

〔
農
業
委
員
〕

　
三
宅
　
静
雄
氏
（
議
会
推
薦
）

　
肥
吾
　
豊
志
氏
（
議
会
推
薦
）

　
岩
田
　
秀
樹
氏
（
議
会
推
薦
）

▲第1回定例会
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議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

総　　　　務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

教 育 民 生

総　　　　務

総　　　　務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

建 設 経 済

建 設 経 済

教 育 民 生

平成２０年第１回三豊市議会定例会　審議結果

平成１９年度三豊市一般会計、各特別会計及び各事業会計補正予算

三観広域行政組合規約の一部変更について

三豊市後期高齢者医療に関する条例の制定について

三豊市障害者福祉計画策定委員会設置条例の制定について

三豊市老人ホーム等入所判定委員会設置条例の制定について

三豊市放課後児童クラブ条例の制定について

三豊市就学前教育・保育検討委員会設置条例の制定について

三豊市水道事業運営協議会設置条例の制定について

三豊市公営設置浄化槽管理条例の制定について

三豊市消防団条例の一部改正について

三豊市土地開発基金条例の一部改正について

三豊市手数料条例の一部改正について

三豊市税条例の一部改正について

三豊市国民健康保険税条例の一部改正について

三豊市火葬場条例の一部改正について

三豊市隣保館条例の一部改正について

三豊市母子家庭等医療費支給に関する条例の一部改正について

三豊市重度心身障害者等医療費支給に関する条例の一部改正について

三豊市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部改正について

三豊市国民健康保険条例の一部改正について

三豊市介護保険条例の一部を改正する条例の一部改正について

三豊市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会設置条例の一部改正について

三豊市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

三豊市奨学金貸付条例の一部改正について

あらたに生じた土地の確認について

字の区域の変更について

平成２０年度三豊市一般会計予算

平成２０年度三豊市地域農産物利用促進センター事業特別会計予算

平成２０年度三豊市国民健康保険事業特別会計予算

平成２０年度三豊市国民健康保険診療所事業特別会計予算

平成２０年度三豊市老人保健事業特別会計予算

平成２０年度三豊市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成２０年度三豊市介護保険事業特別会計予算

平成２０年度三豊市介護サービス事業特別会計予算

平成２０年度三豊市集落排水事業特別会計予算

平成２０年度三豊市浄化槽整備推進事業特別会計予算

平成２０年度三豊市港湾整備事業特別会計予算

平成２０年度三豊市土地造成事業特別会計予算

平成２０年度三豊市水道事業会計予算

平成２０年度三豊市病院事業会計予算

三豊市監査委員の選任について（議会選出）

三豊市固定資産評価審査委員会の委員の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

道路特定財源の確保に関する意見書について

医師・看護師の大幅な増員を求める意見書について

※議決年月日　議案第３号～第１５号（平成２０年３月４日）　議案第１６号～意見書第２号（３月２８日）

総務・建設経済・
教育民生（関係部分）
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近
藤
賢
司
議
員（
七
宝
会
）

代
表
質
問
の
主
な
内
容

代 表 質 問
横
山
　
強
議
員（
七
宝
会
）

山
本
　
明
議
員（
七
宝
会
）

岩
田
秀
樹
議
員（
日
本
共
産
党
）

２０
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

港
湾
管
理
事
業
の
具
体
策
は

県
道
整
備
と
市
道
路
計
画
に
つ
い
て

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
に
つ
い
て

水
道
料
金
統
一
と
渇
水
対
策
に

お
け
る
自
己
水
源
確
保
に
つ
い
て

「
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
参
加
に
つ
い
て

三
豊
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
つ
い
て

国
道
整
備
に
つ
い
て

七
　
宝
　
会

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

基
本
姿
勢
・
予
算
編
成
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
建
設
経

済
部
移
行
時
期
・
防
災
行
政

無
線
・
支
所
機
能
・
入
札
制

度
改
革
・
香
川
用
水
調
整
池

多
目
的
広
場

国
道
１１
号
線
４
車
線
化
・
三

豊
市
道
路
計
画
・
港
湾
管
理

事
業
の
具
体
策
・
三
豊
ブ
ラ

ン
ド
・
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
活
用
計
画
・
新
総
合
計

画
・
水
道
料
金

ゆ
と
り
教
育
・
地
域
内
分
権

・
文
化
財
保
護
・
子
育
て
支

援
課
等
の
業
務
・
健
康
診
断

の
変
更
点
・
ク
リ
ア
プ
ラ
ザ

・
ご
み
減
量
化
・
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
問
題

基
本
姿
勢
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
・
国
民
健
康
保
険
・

ご
み
処
理
問
題
・
農
業
食
料

対
策
・
同
和
問
題
・
情
報
公

開
・
原
下
工
業
団
地

　
　
　
予
算
編
成
の
基
本
的
方
向

を
み
る
中
で
、
三
豊
市
民
の
た
め

の
重
点
目
標
、
ま
た
「
三
豊
市
新

総
合
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　
　
中
期
財
政
計
画
で
示
さ
れ

た
２０
年
度
歳
入
歳
出
規
模
２
５
７

億
円
余
を
、
最
も
重
い
基
本
数
値

と
し
、
投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
継
続
事
業
や
既
存
公
共
施

設
の
安
全
確
保
と
整
備
改
善
を
第

一
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
三
豊
市
新
総
合
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
「
行
政
・
議
会
・
市
民
」

が
力
を
合
わ
せ
て
、
本
市
の
抱
え

る
課
題
を
克
服
し
、
２１
年
度
か
ら

の
１０
年
間
を
「
本
市
の
自
立
へ
の

助
走
路
」
と
し
て
提
案
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
先
手
の
福
祉
と
位
置
付
け

「
利
用
率
０
・
１２
を
下
回
る
路
線

に
つ
い
て
は
、
廃
止
を
含
め
た
見

直
し
を
実
施
」
と
な
っ
て
い
る
が

考
え
は
。

　
　
　
今
秋
に
は
「
ゆ
め
タ
ウ
ン

三
豊
」
も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
注
意
深
く
利
用
ニ

ー
ズ
を
注
視
し
、
議
会
と
協
議
し

柔
軟
な
対
応
と
収
支
率
０
・
１２
の

運
用
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　
　
本
市
は
、
総
合
評
価
方
式

を
導
入
し
、
優
良
地
元
業
者
が
成

長
出
来
る
よ
う
な
制
度
の
考
え
は
。

　
　
　
三
豊
市
の
入
札
制
度
は
、

１９
年
６
月
１
日
付
け
の
制
度
改
革

の
中
で
、
順
次
制
度
の
改
善
を
図

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
２０
年

度
に
向
け
て
は
「
入
札
契
約
制
度

検
討
会
」
に
よ
り
協
議
し
、
総
合

評
価
制
度
の
導
入
は
、
国
・
県
並

び
に
他
自
治
体
で
の
実
施
状
況
や

結
果
を
十
分
に
分
析
・
検
証
の
う

え
、
導
入
効
果
の
期
待
出
来
る
工

事
に
対
し
て
実
施
す
べ
く
、
関
係

例
規
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
国
道
１１
号
４
車
線
化
及
び

国
道
３２
号
新
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
実
現
は
可
能
か
。

　
　
　
国
道
１１
号
の
４
車
線
化
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
採
択
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
国

道
３２
号
新
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
の
推

進
は
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、

早
期
完
成
を
目
指
し
行
動
す
る
。

　
　
　
市
内
の
県
道
整
備
の
推
進

と
、
市
道
路
計
画
策
定
の
予
定
は
。

　
　
　
県
道
関
係
に
つ
い
て
は
、

継
続
事
業
の
早
期
完
成
の
要
請
や
、

新
た
な
箇
所
の
要
望
も
行
っ
て
い

く
。
市
道
の
新
設
・
改
良
等
の
将

来
に
わ
た
る
道
路
網
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
市
新
総
合
計
画
の

中
に
位
置
付
け
し
、
進
め
た
い
。

　
　
　
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

市
当
局
の
対
策
は
。

　
　
　
高
潮
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
交
省
か
ら
５
カ
年
計
画
に
お
け

る
要
望
地
区
の
話
も
来
て
お
り
、

地
元
と
協
議
し
事
業
を
進
め
た
い
。

　
　
　
調
査
・
開
発
の
詳
細
は
。

　
　
　
三
豊
ブ
ラ
ン
ド
調
査
・
開

発
に
つ
い
て
は
、
特
産
品
の
発
掘

・
開
発
研
究
に
よ
り
、
付
加
価
値

を
高
め
る
方
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
老
朽
化
の
住
宅
の
整
備
・

改
修
等
の
長
期
計
画
と
し
て
、
実

施
す
る
の
か
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
実
情
と
需
要

量
を
把
握
し
、
低
所
得
者
・
住
宅

困
窮
者
に
対
す
る
役
割
を
整
理
し
、

今
後
の
動
向
を
見
据
え
策
定
す
る
。

　
　
　
料
金
一
本
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
示
せ
る
の
か
。
ま
た
、

自
己
水
源
確
保
は
。

　
　
　
平
成
２１
年
度
実
施
に
向
け

て
、
資
金
需
要
や
積
立
金
残
額
等

を
勘
案
し
、
出
来
る
だ
け
低
い
料

金
体
系
を
実
現
し
た
い
。
ま
た
、

自
己
水
源
確
保
は
県
の
調
査
結
果

等
を
基
に
、
開
発
可
能
性
の
高
い

地
点
を
検
討
し
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
　
な
ぜ
、
三
豊
市
が
「
瀬
戸

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
中
讃
広
域

し
尿
処
理
施
設
）
」
に
参
加
す
る

の
か
。

　
　
　
よ
り
広
域
化
で
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費
削
減
が
見

質
問

答
弁

答
弁

質
問

　
３
月
１０
日
に
各
会
派
を
代
表
し
て
、

近
藤
賢
司
・
横
山
　
強
・
山
本
　
明

（
七
宝
会
）、岩
田
秀
樹（
日
本
共
産
党
）

の
４
名
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま

し
た
。代 表 質 問
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市
議
会
だ
よ
り

幼
稚
園
・
保
育
所
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

三
豊
市
の
食
料
自
給
率
は

原
下
工
業
団
地
の
解
決
方
向
は

改
良
住
宅
建
設
の
精
査
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
行
政
説
明

会
の
実
施
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
全
確
保

に
つ
い
て 日

本
共
産
党

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

込
ま
れ
る
こ
と
、
現
施
設
（
三
豊

ク
リ
ア
プ
ラ
ザ
）
が
あ
る
場
所
で

の
大
規
模
改
修
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
起
債
償
還
の
終
了
す
る

翌
年
度
の
平
成
２６
年
度
か
ら
参
加

し
た
い
。
ま
た
、
併
設
の
コ
ン
ポ

ス
ト
事
業
所
（
堆
肥
化
施
設
）
の

改
造
整
備
に
も
参
加
し
た
い
。

　
　
　
幼
稚
園
・
保
育
所
の
預
か

り
保
育
の
相
違
及
び
事
務
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
市
内
幼
稚
園
保
護
者
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
全
市
同
じ
方

式
に
し
て
ほ
し
い
と
か
、
保
護
者

に
選
択
権
を
与
え
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
今
後
検
討
委
員

会
を
作
り
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

所
長
・
園
長
が
し
て
い
る
事
務
処

理
は
、
２０
年
度
に
全
施
設
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
施
設
内
で
処

理
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、

学
校
教
育
課
等
で
処
理
す
る
こ
と

で
事
務
の
軽
減
を
図
り
た
い
。

　
　
　
ご
み
１８
分
別
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
現
在
の
旧
町
平
均
１２
分
別

を
、
平
成
２０
年
秋
を
目
途
に
１８
分

別
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
民

間
で
の
施
設
選
別
導
入
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
基
本
と
し
、

拠
点
回
収
も
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
自
治
会
等
へ
の
説
明
は
。

　
　
　
２０
年
度
当
初
か
ら
説
明
会

が
出
来
る
よ
う
計
画
中
で
あ
る
。

 　
　
　
三
豊
市
の
考
え
る
新
し
い

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進

し
、
将
来
の
ご
み
排
出
量
や
地
球

温
暖
化
対
策
に
貢
献
し
、
燃
や
さ

な
い
シ
ス
テ
ム
を
調
査
・
検
討
す

る
た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る
「
三

豊
市
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会

（
仮
称
）
」
を
設
置
し
、
基
本
的
に

は
市
内
で
の
施
設
建
設
を
視
野
に

入
れ
た
い
。

　
　
　
４
月
１
日
よ
り
実
施
予
定

で
、
７５
歳
以
上
の
人
に
保
険
証
を

送
付
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
広
報

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
し
て

い
る
が
、
制
度
が
変
わ
る
こ
と
に

対
す
る
対
象
者
の
当
事
者
意
識
は

薄
く
、
高
齢
者
は
読
み
に
く
く
、

理
解
し
に
く
い
中
身
と
な
っ
て
い

る
。
強
引
に
見
切
り
発
車
す
る
の

で
は
な
く
、
保
険
料
は
ど
う
な
る

の
か
な
ど
の
行
政
説
明
会
を
行
う

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
住
民
説
明
は
、
高
齢
者
学

級
・
地
域
の
老
人
会
・
民
生
委
員

会
等
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
か
ら
依

頼
を
受
け
て
順
次
説
明
を
し
て
い

る
。
今
後
出
来
る
だ
け
広
く
説
明

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
、
開
設
以
来
２１
年
間
無
事
故

で
運
転
し
て
き
た
。
観
音
寺
市
の

ご
み
処
理
か
ら
の
離
脱
に
伴
う
予

算
減
少
で
、
人
員
削
減
等
に
よ
る

問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。

　
　
　
今
後
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、

ご
み
処
理
量
の
減
少
に
伴
う
焼
却

炉
１
基
の
運
転
や
稼
働
日
数
が
大

幅
に
減
少
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

必
要
な
人
員
や
組
織
体
制
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
施
設
の
効
率
的
・
安
定
的
な

運
転
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
も
、
予
定
し
て
い
る
精
密
機
能

診
断
の
総
合
所
見
を
踏
ま
え
て
最

終
決
定
を
し
た
い
。
人
員
削
減
に

よ
る
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
農
地
の
保
全
を
高
め
る
た

め
に
も
、
三
豊
市
内
の
基
礎
食
材

の
自
給
率
を
伺
う
。

　
　
　
地
域
食
料
の
自
給
率
は
、

地
場
産
食
材
の
割
合
を
計
測
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
把
握
す
る
事
は
困

難
で
あ
る
。
地
域
で
生
産
さ
れ
た

食
材
が
全
て
地
域
内
で
消
費
さ
れ

る
と
仮
定
す
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
の
自
給
率
は
５８
％
と
な
る
。

　
　
　
新
年
度
事
業
予
算
に
、
仁

尾
の
上
団
地
住
宅
建
設
事
業
が
あ

る
。
耐
用
年
数
４５
年
の
半
分
が
経

過
し
た
住
宅
で
老
朽
化
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
経
過
年
数
と
対
応
方

針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
合

併
協
の
資
料
に
は
載
っ
て
い
な
い

約
束
文
書
が
あ
れ
ば
提
出
を
。

　
　
　
国
の
採
択
基
準
で
は
、
更

新
住
宅
の
建
設
は
耐
用
年
数
の
２

分
の
１
を
経
過
し
た
ら
と
な
っ
て

い
る
。
仁
尾
の
上
住
宅
は
、
旧
町

時
代
か
ら
当
時
の
町
長
と
建
て
替

え
に
つ
い
て
協
議
。
旧
町
か
ら
の

引
継
ぎ
と
し
て
、
合
併
協
の
中
で

協
議
を
し
て
き
た
。

　
　
　
原
下
工
業
団
地
の
債
務
保

証
に
つ
い
て
、
解
決
方
向
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
平
成
２０
年
度
の
借
入
予
定

額
は
、
２２
億
１,
２
０
０
万
円
の
予

定
。
原
下
工
業
団
地
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
未
処
分
地
の
速
や

か
な
売
却
と
特
別
損
失
を
処
理
す

る
こ
と
。
ま
た
、
抱
え
る
問
題
は
、

多
額
の
負
債
・
未
処
分
地
の
売
却

・
不
明
朗
会
計
に
大
別
出
来
る
。

裁
判
の
経
過
に
よ
り
、
不
明
朗
会

計
に
関
す
る
事
実
の
解
明
が
行
わ

れ
る
も
の
と
注
視
し
て
い
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

▲現在のゴミの分別収集
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市
議
会
だ
よ
り

川
　
秀
男
議
員

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

小
林
照
武
議
員

大
平
敏
弘
議
員

藤
田
芳
広
議
員

校
舎
改
築
や
耐
震
補
強
へ
の

　
　
　
　
対
応
姿
勢
に
つ
い
て

環
境
問
題
・
三
豊
市
ゴ
ミ
処
理

技
術
検
討
委
員
会
（
仮
称
）

原
下
工
業
団
地
の
不
正
支
出

問
題
と
借
入
金
処
理
に
つ
い
て

市政に対する一般質問
　３月定例会の一般質問は、３月１１・１２日の２日間行われ、市政全

般にわたる諸問題について9人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

子
育
て
支
援

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

　
　
　
一
、
活
力
あ
る
産
業
を
創

造
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
人

口
減
少
の
認
識
と
三
豊
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
・
市
内
の
企
業
動
向
に
つ

い
て
伺
う
。

二
、
水
と
緑
を
大
切
に
す
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
市
道
の

草
刈
・
生
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い

て
伺
う
。

三
、
人
と
地
域
が
ふ
れ
あ
い
、
人

と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、
小
中
学
校
で
の
食
育
教
育

・
地
産
地
消
に
つ
い
て
伺
う
。

四
、
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
地
域
内
分
権
の

市
長
の
気
構
え
を
伺
う
。

五
、
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予
算

の
う
ち
、
物
件
費
と
貸
付
金
の
ふ

る
さ
と
融
資
事
業
は
。

　
　
　
市
の
職
員
が
率
先
し
て
活

動
の
先
頭
に
立
ち
、
公
共
の
こ
と

も
市
民
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

地
域
内
分
権
を
進
め
、
新
し
い
時

代
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
汗
を

流
し
て
い
く
市
役
所
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
耐
震
診
断
や
耐
力
度
調
査

に
基
づ
い
て
、
耐
震
補
強
や
改
築

工
事
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
た

当
局
の
姿
勢
は
理
解
出
来
た
。
た

だ
、
昭
和
４５
年
以
前
建
築
の
校
舎
、

し
か
も
耐
力
度
点
数
３，
８
０
０
点

台
と
い
っ
た
、
危
険
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
大
幅
に
下
回
る
校
舎
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持

ち
か
、
併
せ
て
改
築
に
向
け
て
の

手
順
を
問
う
。

　
　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
先
ず

考
え
る
事
は
、
安
心
安
全
側
に
立

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
守
る
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

４，
５
０
０
点
以
下
の
建
物
に
つ
い

て
は
、
高
瀬
中
学
校
、
下
高
瀬
小

学
校
の
校
舎
改
築
を
行
っ
た
よ
う

に
、
計
画
的
に
改
築
し
た
い
と
い

う
強
い
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

質
問
さ
れ
た
３，
８
０
０
点
台
の
校

舎
に
つ
い
て
も
、
今
後
設
置
す
る

学
校
等
適
正
規
模
・
適
性
配
置
検

討
委
員
会
の
中
で
、
統
廃
合
を
睨

み
な
が
ら
検
討
を
行
い
、
計
画
に

従
っ
て
改
築
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　
　
三
豊
市
・
香
川
県
・
四
国

規
模
で
、
宇
宙
船
大
地
球
号
の
環

境
問
題
発
信
源
と
な
り
、
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
広
域
的
に
ゴ
ミ
処
理
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の

と
お
り
。
知
事
と
の
懇
談
会
等
で

訴
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
近
隣
の
市
は
、
次
々
と
新

し
い
子
育
て
支
援
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
三
豊
市
は
出
来
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
理
解
を
得
る
べ
き
だ

が
。

　
　
　
全
体
的
に
子
育
て
支
援
を

徹
底
す
る
な
ら
ば
、
コ
ス
ト
が
発

生
す
る
。
子
育
て
支
援
を
三
豊
市

の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む
決
意

を
、
議
会
・
市
民
と
共
に
固
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
進
事
例
は

大
い
に
参
考
に
し
検
討
し
た
い
。

　
　
　
刑
事
事
件
と
な
っ
た
不
正

支
出
問
題
と
２１
億
７
千
万
円
の
借

入
が
あ
り
、
年
間
支
払
利
息
額
２

千
７
百
万
円
が
市
民
の
負
担
増
と

な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
、
市
民
説

明
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
売
却
予
定
分
７
億
２
千
万

円
以
上
の
確
保
と
、
特
別
損
失
分

１１
億
６
千
２
百
万
円
が
増
加
し
な

い
様
金
利
圧
縮
策
に
鋭
意
努
力
す

る
。
市
民
へ
の
説
明
は
係
争
中
で

も
あ
り
今
少
し
進
展
を
見
て
真
撃

に
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い
く
。

　
　
　
水
道
局
事
務
所
は
新
市
に

な
っ
て
も
移
動
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
職
員
の
意
識
改
革
・
能

力
開
発
面
で
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　
現
在
地
の
建
物
は
仮
庁
舎

と
認
識
し
て
お
り
、
既
存
施
設
の

有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
不
動
の
滝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
利
活
用
促
進
の
為
整

備
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
施
設
利
用
の
原
点
を
十
分

に
検
討
し
、
利
用
促
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
修
繕
す
べ
き
点
は
予
算
化

し
対
応
し
て
い
く
。

答
弁
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市
議
会
だ
よ
り

鴨
田
　
偕
議
員

今
後
の
広
域
行
政
に
つ
い
て

詫
間
政
司
議
員

育
成
セ
ン
タ
ー
位
置
と
環
境

地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

瀧
本
文
子
議
員

正
規
職
員
の
保
育
士
の
採
用
を

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
を

坂
口
晃
一
議
員

活
力
あ
る
産
業
を

　
　
　
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

三
木
秀
樹
議
員

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
貢
献
す
る

　
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
が
必
要

　
　
　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、

思
春
期
の
若
者
の
健
全
育
成
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
豊
中

庁
舎
４
階
に
あ
る
現
場
所
は
、
悩

み
に
疲
れ
た
相
談
者
に
と
っ
て
相

談
し
に
く
い
位
置
と
環
境
に
な
っ

て
い
る
。
改
善
の
有
無
を
問
う
。

　
　
　
相
談
し
や
す
い
環
境
の
た

め
に
改
装
や
移
転
も
含
め
再
検
討

を
行
い
た
い
。
あ
わ
せ
て
ゆ
め
タ

ウ
ン
開
店
に
対
応
し
た
補
導
活
動

の
強
化
も
含
め
検
討
を
す
る
。

　
　
　
地
域
間
格
差
の
拡
大
が
社

会
問
題
と
な
る
中
、
地
域
の
強
み

を
活
か
し
た
自
立
で
き
る
経
済
基

盤
確
立
が
重
要
だ
。
国
の
施
策
の

「
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
企
業
誘
致
だ
け
に
寄
ら
な
い

真
の
地
域
経
済
基
盤
強
化
策
の
一

つ
だ
と
考
え
る
。
市
の
機
構
組
織

と
し
て
支
援
体
制
の
取
組
を
問
う
。

　
　
　
国
の
制
度
を
地
域
の
事
業

者
が
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
産

官
学
の
連
携
や
異
業
種
交
流
等
、

事
業
化
を
速
や
か
に
手
助
け
す
る
。

ど
う
積
極
推
進
す
る
か
、
今
回
の

提
案
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
市
内
保
育
所
の
臨
時
保
育

士
は
５
割
を
超
え
る
。
多
い
と
こ

ろ
は
７
割
の
状
況
も
。
人
件
費
の

大
幅
削
減
は
、
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
を
脅
か
し
、
命
に
か
か
わ
る

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
こ

れ
で
は
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
。

正
規
職
員
の
保
育
士
を
増
員
し
、

安
定
的
に
働
け
る
、
質
の
高
い
子

育
て
支
援
実
現
を
望
む
。
行
革
に

よ
る
「
５
年
間
正
規
職
員
不
採
用
」

の
撤
回
を
求
め
る
。

　
同
時
に
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

が
必
要
。
十
年
・
二
十
年
と
臨
時

で
頑
張
る
職
員
の
正
規
職
員
へ
の

採
用
。
ま
た
、
専
門
職
で
手
取
り

１２
万
円
の
賃
金
は
厳
し
い
。
若
い

保
育
士
に
も
希
望
が
も
て
る
よ
う

待
遇
改
善
を
求
め
る
。

　
　
　
正
規
職
員
と
臨
時
職
員
の

配
置
の
問
題
、
官
・
民
の
問
題
な

ど
、
幼
・
保
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
年
度
包
括
的
に
検
討
す
る
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
。
正
規
職
員
採

用
に
は
も
う
少
し
我
慢
が
必
要
。

「
５
年
間
正
規
職
員
不
採
用
」
の

数
字
は
、
再
検
討
の
余
地
あ
り
。

　
　
　
１
市
９
町
の
三
豊
地
区
広

域
市
町
村
圏
振
興
事
務
組
合
が
、

昭
和
４６
年
３
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
広
域
消
防
を
は
じ
め
、

ご
み
処
理
施
設
の
設
置
及
び
運
営

管
理
事
業
等
以
下
１７
項
目
の
事
務

処
理
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

合
併
に
よ
り
２
市
に
な
っ
た
以
上

は
、
三
観
広
域
行
政
組
合
の
必
要

性
は
無
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
後
は
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
る
な
ら
ば
、
中
西

讃
地
区
の
４
市
３
町
ぐ
ら
い
の
範

囲
の
広
域
行
政
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
三
観
広
域
行
政
組
合
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
が
ま
す
ま
す
広
域
化
す
る

一
方
で
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
広
域
行

政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
中
西
讃
を
含
め
た
4

市
３
町
の
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
の
時
点
で
は
一
つ
の
構
想
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
企
業
誘
致
推
進
の
方
針
は
。

　
　
　
⑴
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

本
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
む
⑵
組
織
の
強
化
を
早
急
に
検

討
す
る
⑶
工
業
用
地
造
成
は
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で
取
り
組
み
、

誘
致
活
動
は
市
長
自
身
、
ト
ッ
プ

外
交
を
行
う
。

　
　
　
三
豊
農
業
の
方
向
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
⑴
優
良
な
農
産
物
や
栽
培

方
法
を
特
化
し
た
新
た
な
産
地
化

の
推
進
を
図
る
⑵
農
地
・
水
環
境

保
全
対
策
と
併
用
し
て
集
落
営
農

・
営
農
集
団
の
育
成
支
援
の
実
施

⑶
三
豊
市
の
農
産
物
・
観
光
・
第

３
セ
ク
タ
ー
全
て
を
ネ
ッ
ト
し
た

農
業
振
興
を
行
う
。

　
　
　
第
３
セ
ク
タ
ー
と
指
定
管

理
者
制
度
の
方
向
に
つ
い
て
。

　
　
　
⑴
指
定
管
理
者
制
度
は
自

主
自
立
出
来
る
施
設
運
営
の
確
保
、

第
３
セ
ク
タ
ー
自
身
の
自
主
・
自

立
を
図
る
⑵
特
定
団
体
経
営
機
構

は
原
則
２０
年
度
よ
り
自
立
化
を
図

る
⑶
第
３
セ
ク
タ
ー
社
長
は
市
長

よ
り
民
間
に
移
行
す
る
。

　
　
　
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
の
は
正
規
職
員
だ
け
で

な
く
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
で

働
く
嘱
託
・
臨
時
職
員
（
総
数
５

５
０
名
超
）
の
人
た
ち
の
貢
献
的

働
き
が
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
言

え
る
非
正
規
職
員
の
給
与
面
を
経

験
・
実
績
に
合
っ
た
も
の
に
改
善

を
。
ま
た
、
優
秀
な
非
正
規
職
員
を

市
の
将
来
の
た
め
に
是
非
採
用
を
。

　
　
　
近
隣
市
の
状
況
を
考
慮
し

て
決
定
し
て
い
る
。
採
用
は
、
今

後
市
に
と
っ
て
の
適
正
な
体
制
・

統
廃
合
含
め
、
早
急
に
検
討
す
る
。

　
　
　
保
育
所
・
給
食
部
門
で
は

正
規
よ
り
非
正
規
職
員
が
多
く
、

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
面
か
ら
し

て
、
有
資
格
者
で
経
験
あ
る
非
正

規
職
員
が
本
当
に
低
賃
金
で
良
い

の
か
。
市
の
財
源
は
、
国
の
指
標

に
照
ら
し
て
も
黒
字
。
こ
の
間
、

５２
億
円
も
貯
め
て
い
る
。
公
正
な

待
遇
改
善
に
使
っ
て
は
。

　
　
　
今
は
市
に
と
っ
て
過
渡
期

だ
。
財
政
的
に
は
指
摘
の
と
お
り
。

投
資
は
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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３
月
２１
日
開
催
の
委
員
会
に
は
、

４
議
案
が
付
託
さ
れ
た
。

　
主
た
る
審
議
内
容
は
、
議
案
１６

号
「
三
観
広
域
行
政
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」
は
、
観
音

寺
市
が
ご
み
処
理
施
設
の
使
用
を

し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
建

設
費
（
人
口
割
）
、
運
営
管
理
費

（
７５
％
実
績
割
・
２５
％
人
口
割
）

か
ら
、
運
営
管
理
費
（
実
績
割
）
、

施
設
閉
鎖
に
伴
う
費
用（
人
口
割
）

へ
変
更
す
る
も
の
で
、
既
に
三
豊

市
議
会
及
び
三
観
広
域
議
会
等
で

協
議
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
案

件
に
対
し
て
の
審
議
で
あ
り
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
予
算
中
の
関
係
部
分
の
主
な
審

査
と
し
て
、
人
件
費
比
率
２５
％
で

約
６３
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
類

似
団
体
で
２０
％
程
が
適
切
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
の
質

疑
に
対
し
、
執
行
部
よ
り
行
政
改

革
で
確
実
に
人
件
費
は
減
少
し
て

い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
２０
％
に

近
づ
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
質
疑
は
、
４

路
線
に
つ
い
て
４
月
か
ら
一
部
変

更
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
０
・
１２
の
維
持
基
準
に
つ
い

て
は
路
線
全
体
を
見
極
め
、
車
両

選
定
と
と
も
に
特
別
委
員
会
で
協

議
し
進
め
る
。

　
そ
の
他
、
質
疑
と
説
明
の
や
り

と
り
の
後
、
４
議
案
と
も
全
会
一

致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
承
認
・
可

決
し
た
。

　
３
月
１７
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
７
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
議
案
第
２２
号
三
豊
市
水
道
事
業

運
営
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
自
治
会

・
女
性
団
体
・
商
工
会
等
の
代
表

や
水
道
事
業
の
経
験
者
等
を
想
定

し
、
年
２
回
程
度
の
開
催
を
予
定

と
の
答
弁
が
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
議
案
第
４１
号
平
成
２０
年
度
三
豊

市
一
般
会
計
中
の
関
係
部
分
に
つ

い
て
は
、
農
林
水
産
業
費
・
商
工

費
・
土
木
費
の
質
疑
に
対
し
、
祭

り
補
助
金
は
１９
年
度
の
実
績
等
に

よ
り
精
査
す
る
。
ま
た
、
老
朽
住

宅
に
つ
い
て
は
危
険
が
伴
う
た
め

転
居
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。
道

路
等
旧
町
か
ら
の
継
続
事
業
に
つ

い
て
は
順
次
実
施
し
て
お
り
、
緊

急
を
要
す
る
修
繕
等
に
も
予
算
を

割
い
て
い
る
等
の
答
弁
が
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
議
案
第
５３
号
平
成
２０
年
度
三
豊

市
水
道
事
業
会
計
予
算
で
の
質
疑

に
対
し
、
緊
急
遮
断
弁
の
工
事
は

高
瀬
町
２
カ
所
、
三
野
町
・
仁
尾

町
各
１
カ
所
の
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
遠
方
監
視
施
設
は
詫
間
町
で

整
備
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
こ
の
他
、
議
案
第
３９
号
あ
ら
た

に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
、

議
案
第
４０
号
字
の
区
域
の
変
更
に

つ
い
て
、
議
案
第
５１
号
平
成
２０
年

度
三
豊
市
港
湾
整
備
事
業
特
別
会

計
予
算
、
議
案
第
５２
号
平
成
２０
年

三
豊
市
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
会
期
中
４
日
間

を
か
け
て
委
員
会
を
開
催
し
、
定

例
会
に
お
い
て
委
員
会
付
託
さ
れ

た
３０
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
議
案
は
、
条
例
関
係
１９
議
案
と
、

新
年
度
予
算
１１
議
案
で
あ
っ
た
。

　
条
例
制
定
の
主
な
も
の
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
か

ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
の
周

知
は
ど
の
程
度
か
」
と
の
質
問
が

あ
り
、
執
行
部
よ
り
「
広
報
等
で

周
知
に
努
め
て
き
た
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
反
対
討
論
が
あ
っ
た

た
め
、
挙
手
採
決
に
よ
り
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
少

数
意
見
が
留
保
さ
れ
た
。

　
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

「
組
織
と
し
て
、
団
体
名
や
人
数

を
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
人
数
等
を
明
記
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
総
務
部
と
協
議
し
前
向

き
に
検
討
す
る
」
と
の
回
答
が
あ

り
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
と
回
答

を
挙
げ
る
と
、「
し
尿
処
理
費
の
中

讃
広
域
負
担
金
の
意
味
合
い
は
」

と
の
質
問
に
、「
中
讃
広
域
瀬
戸
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修
に

つ
い
て
は
交
付
税
措
置
が
あ
り
有

利
で
あ
る
。
三
豊
市
の
し
尿
処
理

は
、
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

移
行
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。「
高
額
療
養
費
の
貸
付
金
制
度

と
そ
の
支
所
対
応
は
」
と
の
質
問

に
は
、「
高
額
療
養
費
を
一
旦
貸
し

付
け
て
、
立
替
分
が
支
払
わ
れ
て

か
ら
返
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

支
所
で
も
周
知
し
て
い
る
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
居
宅
介

護
の
一
部
民
間
委
託
の
内
容
は
」

と
の
質
問
に
、「
要
支
援
１
及
び
２

の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い

て
、
一
部
を
民
間
に
委
託
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
各
議
案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者

の
説
明
を
受
け
、
慎
重
な
審
議
に

よ
り
、
原
案
通
り
全
て
可
決
し
た
。

委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き

総
務
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
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災害時要援護者登録制度をご存じですか？

４月１日から三豊市の組織、
　　　　　部署の場所が一部変わりました

災害時要援護者登録制度とは

　市では、災害が発生したときに避難所へ避難することが困難で、家族などの支援が十分に受けられず、地域の皆さん

の支援を必要とする人（災害時要援護者）の登録制度を設けています。

　登録された人の情報は、自治会や民生委員児童委員などの地域の皆さんにお知らせして、普段からの見守りや災害時

の避難支援に役立てていただきます。登録を希望する人は、個人情報が地域の皆さんに提供されることに同意のうえ、

申請してください。

　災害の発生直後は、交通・通信網や行政機能は混乱し、絶対的な人手不足になることが予想されます。災害時要援護

者の避難支援は、地域支援者（隣近所に住んでいて、支援していただける人）や自主防災組織、自治会など地域の皆さん

による助け合いが基本となります。

　この制度への登録を希望する人は、地域支援者を自ら見つけていただき、登録申請書を提出してください。（地域支

援者を見つけることが困難な場合は、民生委員児童委員や自治会長にご相談ください。）

　市は登録申請書を元に登録台帳を作成し、その台帳を災害時要援護者の地区の自治会長や民生委員児童委員へ提供し

て、地域の皆さんより平常時の見守りや災害時の避難誘導などの支援を行っていただけるよう要請します。

災害時要援護者登録の対象者

　具体的には、在宅で生活する次のような人を登録の対象者としています。

① 介護保険の要介護認定者およびこれに準ずる人

② 心身障害者の人

③ ６５歳以上の一人暮らし高齢者およびこれに準ずる世帯の人

④ ①～③以外で、避難の際に地域の皆さんの支援が必要な人

地域支援者とは

　災害時要援護者を普段から見守り、災害時には必要な情報を伝えたり、一緒に避難したりすることを心がけていただ

く人です。決して責任を伴うものではありません。ふだんからよい近所付き合いを心がけ、できる範囲で支援してくだ

さい。

◎地域振興室を新設。（☎７３－３０１３）

　主な業務は、地域審議会・第３セクター・コミュニティバス・国際交流に関することです。

◎行政改革推進室は廃止、その業務は財政課（☎７３－３０１１）で行っています。

◎詫間支所事業課・三野支所事業課がそれぞれの庁舎の１階に移りました。

◎豊中支所事業課は廃止、その業務は豊中庁舎建設経済部で行っています。

　市役所へお越しの際は、担当部署・場所をご確認のうえご来庁ください。

登録申請は

　福祉課または各支所市民サービス課で登録申請してください。各窓口まで来られない人は、地域の民生委員児童委員

や自治会長にご相談ください。

　市は、住民の皆さんのニーズに効率的に応じられるよう行政改革を進めています。

※登録したからといって、必ず助けていただけるというものではありません。

　災害時には助けてくれると思っている隣近所の皆さんも、どのような事情が発生して

いるかもわかりません。自分の身は自分で守るという心がけをいつも持ちましょう。

問い合わせ　福祉課 ☎７３－３０１５

▲

問い合わせ　総務課　☎７３－３０００

▲
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　曽保小学校で「自分のいのちは自分で守る」をテーマに、交通

安全教室が開かれました。４、５年生は、下級生が見守る中、簡

易信号を設置した模擬交差点で手信号の練習をしました。また、

全員で交通量の多い県道の横断歩道をわたるなど、通学路の安全

確認もしました。

　カマタマーレ讃岐監督の羽中田 

昌さんの講演会が豊中町公民館で

開かれました。「サッカーからの贈

り物」と題した講演では、『夢や目

標を持ち、焦らずチャレンジする

ことの大切さ』について話しまし

た。

　

第
２３
回　

之
丞
ま
つ
り
が
財
田
町
戸
川
ダ
ム
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
鍬
（
く

わ
）
お
ど
り
を
か
わ
切
り
に
、
ち
び
っ
子
も
参
加
し
た
ち

く
わ
笛
ラ
イ
ブ
や
地
元
よ
さ
こ
い
連
な
ど
が
演
舞
。
ス
デ

ー
ジ
前
広
場
で
は
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
野
外
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　第２回三豊市長杯剣道大会（中学生の部）が、仁尾町体育セ

ンターで開催されました。市内の各中学校が参加し、熱戦が

繰り広げられました。結果は、次のとおりです。

【男子団体】優　勝　詫間中学校　準優勝　三野津中学校

【女子団体】優　勝　三豊中学校　準優勝　三野津中学校

甚言

　（財）自治総合センターは、地域住民の親睦と融和

を図り、地域が発展することを目的としてコミュニ

ティ活動に助成を行っています。このたび、豊中町

の原自治会では宝くじの助成を受けて自治会館が完

成しました。この

施設は、コミュニ

ティ活動を積極的

に行う中心的な場

所として子供会活

動や地区の集会場

に利用します。

　第２回三豊市長杯争奪ミニバスケットボール大会

が、高瀬町総合体育館で開催されました。結果は、

次のとおりです。

【男子】優　勝　豊中ミニバスケ

　　　　準優勝　高瀬ミニバスケ

【女子】優　勝　高瀬ミニバスケ

　　　　準優勝　豊中女子ミニバスケ

　曽保小学校で「自分のいのちは自分で守る」をテーマに、交通

安全教室が開かれました。４、５年生は、下級生が見守る中、簡

易信号を設置した模擬交差点で手信号の練習をしました。また、

全員で交通量の多い県道の横断歩道をわたるなど、通学路の安全

確認もしました。

　第２回三豊市長杯争奪ミニバスケットボール大会

が、高瀬町総合体育館で開催されました。結果は、

次のとおりです。

【男子】優　勝　豊中ミニバスケ

　　　　準優勝　高瀬ミニバスケ

【女子】優　勝　高瀬ミニバスケ

　　　　準優勝　豊中女子ミニバスケ



　三豊警察署の一日署長を「香川のボンドガール」真鍋

幸江さん（三野町）が務めました。真鍋さんは、委嘱を受

けたあと、メロディパトロール出発式において「メロデ

ィパトロールが犯罪の未然防止、地域の皆さんの防犯意

識の向上へとつながるよう、啓発活動に努めていただき

たい」とあいさつしました。

　朝日山森林公園で桜まつりが開催されました。綿菓子

のプレゼントや無料の金魚すくいなど、イベントが盛り

だくさん。中でも、長い長いすべり台やボート遊びに

は、列ができるほどの大人気でした。訪れた人は満開の

桜を眺めながら散策したり、お弁当を広げたりと思い思

いに楽しみました。

（財）三豊市国際交流協会の『ちびっこ英会話　イースターパー

ティー』が三野町保健センターで行われました。パーティーで

は、親子でエッグハント（たまご探しゲーム）をしたり、たま

ご型のクッキーにペイントしたりしました。参加した子どもた

ちは初めて体験することばかりで、楽しい交流のひとときを過

ごしました。

　健康講演会が三野町保健センターで開催

されました。講師に三野町出身の香川大学

医学部付属病院病院長の長尾省吾先生を招

き、「脳の健康」というテーマで講演があ

り、会場は約３００人の来場者であふれま

した。

　

吉
津
幼
稚
園
と
吉
津
小
学
校
が
い
っ
し
ょ
に
交
通
安
全
教
室
を
行

い
ま
し
た
。「
命
を
守
る
勉
強
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
豊
警
察
署
員
や
交

通
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
信
号
機
の
渡
り
方
を
練
習
し
ま
し
た
。

「
横
断
歩
道
の
渡
り
方
」「
右
側
１
列
を
歩
く
」
と
い
う
大
切
な
き
ま

り
を
、
今
日
か
ら
実
行
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

第
３４
回
紫
雲
出
山
桜
ま
つ
り
が
詫
間
紫
雲
出
山
の
山
頂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
桜
は
５
分
咲
き
で
し
た
が
山
頂
か
ら
見
る
景
色
は
す
ば

ら
し
く
、
訪
れ
た
人
は
う
ど
ん
の
お
接
待
、
浦
島
太
郎
や
お
と
姫
と

の
写
真
撮
影
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
お
み
や
げ
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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上新田港

ゴール

馬城の浜
（秀吉の松）

宮の下港
（志々島経由）
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今
回
か
ら
「
み
と
よ
Ｄ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
の
連
載
を
始
め
ま
す
。
三
豊
市
を
再
発

見
す
る
ウ
ォ
ー
ク
を
「
　

喜
田
道
　
帰
（
き
た
み
ち
　
か
え
る
）
先
生
」
と
生
徒
の

「
　

歩
（
あ
ゆ
む
）
く
ん
」
「
　

美
歩
（
み
ほ
）
ち
ゃ
ん
」
が
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー

ク
」
で
歩
い
た
　
　
　
　
　
　
を
毎
月
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
は
、
瀬
戸
内
海
を
代
表
す
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
。
粟
島
・
城
ノ
山

を
紹
介
し
ま
す
。

ブイブイガーデン

粟島海洋記念館

不天ノ洲

ぼ
ん
の
ん　

じ

う
ま　

き

　
　
は
じ
め
ま
し
て
、
喜
田
道
で
す
。
今
回

か
ら
三
豊
市
内
の
「
え
え
と
こ
」
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
歩
く
ん
、
美
歩
ち
ゃ
ん
。

　
　
歩
で
す
。
名
前
と
お
ん
な
じ
歩
く
の
大

好
き
！

　
　
美
歩
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が
歩
い
て
き

た
と
こ
ろ
を
、
い
っ
し
ょ
に
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
　
今
回
は
、
昨
年
１０
月
２１
日
に
開
催
し
た

「
粟
島
」
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
当
日
。
須

田
港
か
ら
船
で
粟
島
へ
出
発
。
粟
島
港
（
①
）

で
は
、
中
田
勝
久
さ
ん
や
地
元
の
皆
さ
ん
が

温
か
く
お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
早
速
、
中
田
さ
ん
か
ら
島

全
体
の
説
明
を
聞
い
て
、
島

ウ
ォ
ー
ク
を
開
始
。

　
海
を
見
な
が
ら
歩
い
て
行
く
と
、
す
ぐ
に

旧
粟
島
海
員
学
校
跡
の
粟
島
海
洋
記
念
館
（
②
）

に
到
着
。
館
内
に
は
当
時
使
っ
て
い
た
も
の

や
海
に
関
す
る
も
の
を
た
く
さ
ん
展
示
し
て

た
ね
。

　
　
船
の
模
型
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
よ
。

　
　
そ
う
。
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
感
じ
に
な
っ
た
ね
。

　
　
外
に
は
、
古
い
碇
（
い
か
り
）
も
あ
っ

た
よ
。

　
　
お
昼
は
と
な
り
の
ル
・
ポ
ー
ル
粟
島

（
③
）
の
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
神
戸
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
。

　

カ
レ
ー
最
高
！！
 

　
　
わ
た
し
も
全
部

食
べ
た
よ
！
 

　
　
昼
か
ら
は
、

島
四
国
８８
ヶ
所
お

接
待
（
旧
暦
３
月
２１

日
開
催
）を
再
現
し
た
梵
音
寺
（
④
）の
１
番
・

２
番
札
所
へ
。
こ
こ
で
の
お
接
待
は
、
ほ
ん

と
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
歩
い
た
あ
と
の
お
茶
っ
て
最
高
よ
ね
〜
。

　
　
ぼ
く
は
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
も
ら

っ
た
よ
！

　
　
接
待
も
受
け
て
元
気
が
で
た
と
こ
ろ
で
、

い
よ
い
よ
城
ノ
山（
⑤
）へ
の
登
山
開
始
。

　
海
抜
た
っ
た
２
２
２
ｍ
と
は
い
え
、
登
る

と
結
構
た
い
へ
ん
。
あ
き
ら
め
ず
に
、
汗
を

か
き
な
が
ら
頑
張
っ
た
ら
、
頂
上
に
は
、
す

っ
ご
い
感
動
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
絶
景
！

　
　
ほ
ん
と
う
に
す
ご
く
き
れ
い
！
で
も
、

の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ
だ
っ
た
よ
。
お
茶
持
っ
て

い
け
ば
よ
か
っ
た
。

　
　
そ
れ
は
そ
う
と
登
っ
た
感
想
を
頂
上
に

あ
っ
た
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
た
か
？
。

　
　
は
ー
い
。

　
　
城
ノ
山
を
下
っ
て
、
粟
島
の
の
ど
か
な

集
落
群
を
抜
け
、
海
岸
沿
い
を
上
新
田
港
ま

で
約
５
ｋｍ
。
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。

　
　
途
中
の
馬
城
の
浜
（
⑥
）
は
、
陸
地
が
挟

ま
れ
て
い
る
海
か
ら
海
ま
で
４０
ｍ
ぐ
ら
い
の

砂
浜
。
あ
そ
こ
な
ら
、
何
人
手
を
繋
い
だ
ら

届
く
か
な
？

　
　
ぼ
く
が
２５
人
位
？

　
　
ほ
ん
と
に
狭
い
陸
地
だ
ね
。

　
　
そ
う
だ
ね
。
昔
は
、
松
林
の
浜
だ
っ
た
み

た
い
だ
よ
。

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

喜
田
道
先
生
と
行
く

歩
き

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ

え
え
と
こ
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じ
ょ
う
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城ノ山
360度。
絶景ポイント

　
自
然
の
宝
庫
、
ス
ク
リ
ュ
ー
島
「
粟
島
」

　
ゆ
っ
く
り
と
時
間
の
流
れ
る
癒
し
の
島
へ
、

皆
さ
ん
も
リ
セ
ッ
ト
し
に
来
ま
せ
ん
か
。

　
大
勢
来
て
な
〜
。
み
ん
な
笑
顔
で
お
待
ち

し
て
ま
す
。

中
田
勝
久
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ル・ポール粟島

海洋記念館

梵音寺

　
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
思
い
の
ウ
ォ
ー

ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
商
工
観
光
課
　
☎
６２
・
１
１
２
９

ア
ク
セ
ス

行
き

今
回
の
コ
ー
ス

　
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
、
三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
詫
間
線
（
１０
　
１８
発
）
に
乗
っ

て
須
田
バ
ス
停
（
１０
　
３５
着
）
へ
。
須
田

港
（
１０
　
４５
発
）
か
ら
粟
島
汽
船
で
１５
分
。

帰
り

　
上
新
田
港
（
１５
　
３５
発
）
粟
島
汽
船
に

乗
っ
て
志
々
島
経
由
で
宮
の
下
港
（
１６
　

１０
着
）
へ
。
詫
間
支
所
前
で
三
豊
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
詫
間
線
（
１６
　
２１
発
）
で

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
（
１６
　
３２
着
）
へ
。

：

：

：

：

：

： ：

ふ
で

す

ふ　

て　

の　

す

ふ　

て　

の　

す　

　
　
ふ
〜
ん
、
そ
う
な
ん
だ
。

　
　
そ
の
あ
と
、
砂
浜
が
塔
の
よ
う

な
不
天
ノ
洲
（
⑦
）
が
あ
っ
た
ね
。

　
　
筆
の
先
み
た
い
だ
っ
た
。

　
　
そ
の
通
り
。
季
節
に
よ
っ
て
砂

浜
の
先
が
右
に
左
に
動
く
の
で
こ
ん

な
地
名
に
な
っ
た
そ
う
だ
よ
。

　
筆
の
州
↓
不
天
ノ
洲
。

　
そ
の
先
の
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
、

眼
下
に
は
上
新
田
の
集
落
。

　
粟
島
を
愛
す
る
松
田
さ
ん
の
独
創
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『
ブ
イ
ブ
イ
ガ
ー
デ

ン
（
⑧
）
』に
到
着
。
ほ
ん
と
に
、
あ
そ
こ
は
癒

し
の
空
間
。

　
　
か
わ
い
い
〜
。

　
　
わ
た
し
も
作
っ
て
み
た
い
な
〜
。

　
　
先
生
は
、
塀
に
飾
っ
て
あ
る
古
い
鬼
瓦

や
、
た
こ
つ
ぼ
で
作
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
た
ち

が
よ
か
っ
た
な
。

　
　
あ
そ
こ
い
る
と
時
が
止
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
は
も
っ
と
ゆ
っ
く

り
し
た
か
っ
た
け
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
に
船

の
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ね
。

　
上
新
田
港
（
⑨
）
か
ら
船
で
出
る
と
き
、

地
元
の
人
た
ち
が
紙
テ
ー
プ
と
笑
顔
で
お
見

送
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
感
動
と
感
謝
。

　
　
歩
く
ん
、
美
歩
ち
ゃ
ん
。
粟
島
ウ
ォ
ー

ク
ま
た
行
き
た
い
？
。

　
　
行
き
た
い
！

　
　
今
度
は
、
ブ
イ
ブ
イ
人
形
を
つ
く
り
た

い
。

　
　
そ
う
だ
ね
。
ま
た
行
こ
う
！

　
皆
さ
ん
も
時
間
を
忘
れ
て
、
自
分
な
り
に
、

の
ん
び
り
と
、
粟
島
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
次
回
は
、
爺
神
山
ミ
ニ
８８
ヶ
所
の
ウ

ォ
ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

ブイブイガーデン前の
たこつぼで作ったお地蔵さん

西
浜
海
岸

～～～～

～～～～

～～～～
～～～～と

か
み
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

　※１の被保険者証は、誕生日の前月中旬に配達記録郵便で送付します。郵送された被保険者証は誕生日から使用して

　　 ください。

　※２から４の被保険者証は、基本的に即日交付します。

　　年度途中に資格を取得した人の保険料額は、資格を取得した月から月割りで算定し、納付書または口座振替により

　納めていただきます（普通徴収）。

　　なお、年金天引き（特別徴収）の条件を満たす人は、資格を取得してから一定の期間が経過した後に、普通徴収から

　特別徴収に切り替わります。

　１カ月（同月内）の医療費の自己負担額が下記の限度

額を超えた場合、申請して認められると限度額を超えた

分が高額療養費として支給されます。

　コルセットなどの補装

具、医師が必要と認めた

はり・きゅう・マッサー

ジなどの施術を受けたと

きなどは、いったん全額

自己負担し、その後申請

して認められると自己負                                

担分を除いた９割（現役

並み所得者は７割）の額

が支給されます。

　被保険者が亡くなった

ときは、申請によりその

葬祭を行った人に５万円

の葬祭費が支給されま

す。

被保険者証

保険料

受けられる給付

通知時期

　年度途中に後期高齢者医療に加入される場合の資格取得日は次のとおりです。

各種申請は、健康課または各支所市民サービス課で受付します。

資格を取得した月の翌々月の上旬 ※被用者保険の被扶養者であった人は、１０月以降となります。

通 知 書 『保険料額決定通知書・保険料納入通知書』を税務課から送付します。

療 養 費

※通帳は、郵便局および貯蓄預金は除きます。

健康課　☎７３－３０１４　　　税務課　☎７３－３００６

・印鑑

・通帳

・診療内容の明細書

・領収書

・被保険者証

・印鑑

・通帳

・葬祭を行ったことが

　わかる書類

（会葬御礼のハガキなど）

葬祭費高額療養費

自己負担限度額（月額）

【必要なもの】

【必要なもの】

・被保険者証　・印鑑　・通帳

【必要なもの】

問い合わせ

▲

※１･･･医療費総額が２６７,０００円を超えた場合は、超えた

　分の１％を加算。なお、過去１２カ月間に４回以上支給

　を受ける場合は、４回目以降の限度額は４４,４００円です。

※２･･･低所得者Ⅰ・Ⅱの人は、入院の際に「限度額適用・

　標準負担額減額認定証」が必要です。

所得区分

こんなとき 資格の取得日

新たに７５歳になる

転入

生活保護の停止および廃止

障がい認定

1

2

3

4

誕生日

転入により住所を定めた日

停止および廃止した日

広域連合が認定した日（※申請が必要です）

現役並み所得者

一般

低所得者Ⅱ（※2）

低所得者Ⅰ（※2）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４

▲

県後期高齢者医療広域連合事務局　☎０８７－８１１－１８６６
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三豊市
『歯の健康フェスタ』

肺炎球菌予防接種の
お知らせ

　肺炎で亡くなる人の９５％は高齢者です。肺炎球菌予

防接種は任意接種（希望者だけが自費で受ける予防接

種）になっていますが、三豊市では、接種費用の一部を

補助しています。

　予防接種を希望する人は、健康課までご連絡くださ

い。後日、予診票を送付します。

　寝たきりにならないために、そして元気で長生

きするためには、自ら進んで運動に取り組む事が

大切です。

　「遊ビリテーション」では、笑いながら楽しん

でいただくことを第一に、日常生活で、１人でも

簡単にできる指体操、ストレッチ、筋力トレーニ

ング、マッサージなどを紹介しています。

　学んだ体操を無理せず気楽な気持ちで、１週間

に３～４日していただくと、健康につながり、転

倒予防にもなります。

　皆さんに運動を通して、たくさん笑って、元気

になっていただきたいです。　　　　　　　　　

　まずは、気軽に参加して、一緒に楽しくからだ

を動かしてみましょう。

　お子さんのむし歯を予防し、健康

な歯を育てるために「歯の健康フェ

スタ」にお越しください。

参加者には歯ブラシ・

風船をプレゼント！

日　時 ６月１日（日）午前９時３０分～午後０時３０分
（受付は正午まで）

対象者

講師

市内に住民票があり、満７５歳以上で、肺炎球
菌予防接種を受けていない人

接種回数 １回　 ※ 接種は、健康上一生に１回です。

自己負担 ４,５００円

接種医療機関 三豊市・観音寺市内の医療機関

場　所 高瀬町農村環境改善センター

参加料 無料

対象者 乳幼児・小学校低学年児

内　容 歯科相談　　フッ素塗布
変色ガム実験　ほか

～「ストレス」編～

「三豊市健康増進計画」を策定

参加すると、頭もからだも軽くなる介護予防教室

�『遊（あそ）ビリテーション』の魅力

　この時期、特に進学、就職、退職などで環境が変わ

り、ストレスが大きくなっているのではないでしょう

か？

　ストレスを放っておくと、

高血圧、胃痛、下痢、不眠な

ど、体にひずみが起こりま

す。まずは「ゆっくり休む」

ことを心がけ、運動、旅行、

趣味を楽しみましょう。

　また、家族や友達に相談す

るなど、ストレスと上手につ

きあいましょう。

　アンケート、ワークショ

ップ、計画策定委員会の意

見を基に、「三豊市健康増

進計画」を策定しました。

　この計画は「三（み）ん

なで元気に豊かな人生」を

基本理念としています。市

民１人ひとりが健康づくり

に積極的に取り組み、家

庭、地域、学校、職場等の

社会全体で「健康寿命の延

伸」と「生活の質」の向上

をめざす、１０年後の目標を定めています。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

古市先生からのメッセージ

健康運動指導士

　　　　古市敬子先生

※各地区の予定表は、介護保険課または各支所市民サー

　ビス課にあります。

健康メモ“みんなで元気に”

問い合わせ　子育て支援課　☎７３－３０１６

▲

問い合わせ　地域包括支援センター　☎７３－３０１７

▲

しました
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　戸籍・住民基本台帳は、皆さんの個人情報が記載されている大切なものです。

　このような証明は、他人に不正に取得されないようにしなければなりません。

　また、他人が虚偽の届出をすることにより、真実でない記載がされることのないようにしなけれ

ばなりません。

　市では、平成１８年１１月１日から「本人確認」を行っていますが、平成２０年５月１日からは法律

で定められました。

　若い世代に、将来の年金給付を実感してもらえるように、

保険料納付実績を点数化して表示する仕組み（年金個人情報

の通知、ポイント制）を導入しました。

　被保険者に保険料納付実績や年金見込み額という年金個人

情報の定期的な通知を行います。

　また、３号分割制度の対象とならない婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録については、合意分割制度（平成１９

年４月１日からの実施）の条件に該当する場合は、合意分割制度に基づき分割することができます。

　３月末日までに「ねんきん特別便」が届いて

いない人には、随時送付されます。今一度、ご

確認下さい。

　・年金を受給している人…４月から５月

　・年金に加入している人…６月から１０月

　窓口に来られた人は、写真付きの本人確認書類（運転免許証、写真付き住民基

本台帳カードなど）で、確認します。

　代理の人は、さらに、委任状などの書面で代理権限も確認します。

※同一世帯以外の人から、住民票の写しを請求するときにも委任状が必要です。

　詳しくは、市民課または各支所市民サービス課にお問い合せください。

戸籍・住民基本台帳の窓口での

戸籍・住民票の写しの請求や届出をするときは・・・

「本人確認」が法律上のルールになります

年金個人情報の定期的な通知（ポイント制）

離婚時の厚生年金の分割制度が
　　　　　　　　　４月１日から変わりました

国民年金のお知らせ

■戸籍法の一部を改正する法律（平成２０年５月１日施行）

■住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成２０年５月１日施行）

問い合わせ　市民課 ☎７３－３００５

▲

問い合わせ　香川社会保険事務局善通寺事務所給付課　☎０８７７－６２－１６６１

▲

３号分割制度の導入

問い合わせ

▲

「ねんきん特別便」のお知らせ

ねんきん特別便専用ダイヤル
☎０５７０－０５８－５５５

　３号分割制度は、下の条件に該当した場合に、国民年金の

第３号被保険者であった人からの請求で、平成２０年４月１日

以後の相手方の厚生年金の保険料納付記録を２分の１ずつ、当事者間で分割することができる制度です。

　この制度により分割される記録は、「平成２０年４月１日以後の国民年金の第３号被保険者期間中の相手方の厚生年金

の保険料納付記録」に限られます。

・平成２０年４月１日以後に、離婚した場合など。

・平成２０年４月１日以後に、国民年金の第３号被保険者期間があること。

条 件



６２-１１１５

６２-１１１６

☎

☎

一般用

少年相談

　
４
月
の
人
事
異
動
に
と
も
な

い
、
２
人
の
転
出
入
が
あ
り
ま

し
た
。
新
し
く
着
任
し
た
職
員

の
自
己
紹
介
を
掲
載
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
一
日
も
早
く
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

◎

新
所
長
　
藤
川
豊
明

　
４
月
１
日
付
人
事
異
動
で
、

青
井
所
長
の
後
任
と
な
り
ま
し

た
藤
川
で
す
。

　
三
豊
市
に
お
け
る
健
全
育

成
・
非
行
防
止
・
少
年
相
談
活

動
等
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎

新
専
門
補
導
員
　
宮
　
史
郎

　
中
学
校
教
育
３８
年
間
の
職
務

を
終
え
、
こ
の
度
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
補
導
育
成
活
動
や
通
報

受
理
等
を
通
し
て
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
生
活
環

境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
大
き
な

う
ね
り
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
主
体
的
に
生
き
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
や
安
全
安
心
活
動
等
に
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
に
も
後
押
し
さ
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
健
全
に
、

そ
し
て
、
す
く
す
く
と
育
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
へ
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
、
当
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
そ
の

諸
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
心
　
子
　
救
」

　
　
相
談
電
話

　
　
　
　
☎
６２
・
１
１
１
６

　
気
軽
に
相
談
を
！

《
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
》

し
ん　
　

こ　
　

き
ゅ
う
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薬物乱用防止に

　　　　　ご協力を！

児童手当の手続きは

　　　　お済ですか？

１２歳到達後最初の３月３１日までの間にある

児童（小学校修了前の児童）を養育している人

※ 所得制限があります。

児童手当とは

支給を受けるには

ケシの見分け方

ケシ（ソムニフェルム種）　　アツミゲシ(セティゲルム種)　　　　ハカマオニゲシ

　香川県より任命され

た麻薬・覚せい剤・シ

ンナー渦対策推進委員

は、高瀬駅でのキャン

ペーンを始め、市内各

所のイベントなどで薬

物乱用防止の啓発活動

を行っています。

　また、法律で栽培が

禁止されているケシの

仲間が生えていないか監視したり、駆除する活動を行っ

ています。

　次のようなケシを見つけた人は、健康課または各支所

市民サービス課へご連絡ください。

種　類 葉の特徴 花

ケシ ふちが不規則な
ぎざぎざ

ふちが不規則な
ぎざぎざ

鳥の羽のような
切れ込みがある

大きさ8－12㎝
色は赤、桃、紫、白など

大きさ6－8㎝　花びら4枚
色は薄紫、赤など

大きさ9－12㎝
花びらは4－6枚 色は深紅

（ソムニフェルム種）

アツミゲシ
（セティゲルム種)

ハカマオニゲシ

対象者

出生・転入などから１５日以内

子育て支援課または各支所市民サービス課

※ 公務員は勤務先へ申請してください。

・厚生年金などの加入者…「健康保険証の写し」

・転入した人………………「所得証明書」

・市外に対象児童がいる人…「住民票謄本」

・３歳未満は、１万円

・３歳到達の翌月から第１子・第２子は、５千円

・第３子以降は、１万円

月　額

申請先

年３回（２月・６月・１０月に前４カ月分を支給）支給時期

申請期間

必要なもの

▲

問い合わせ　健康課　☎７３－３０１４
▲

問い合わせ　子育て支援課　☎７３－３０１６

▲

※前年度所得制限で受けられなかった人は、５月中に申請

　してください。



22広報 2008年5月

　皆さんの中で差別問題、家庭内の問題（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、相続等）、隣近所とのもめ

ごと、外国人差別の問題などでお困りの人は、人権相談所あるいは地元の人権擁護委員にご相談くだ

さい。相談は無料です。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

（３１ページ保健・相談コーナー参照）

　６月２日（月）に、市内一斉の人権相談を実施します。詳しくは、人権課または各支所市民サービ

ス課にお問い合せください。

＊平成２０年４月１日付けをもって、天満宏子さん、武川馨さんが法務大臣から

人権擁護委員として委嘱（再任）されました。

　国や県・市の仕事（国の委任や補助などを受けているもの）につ

いて、苦情や意見・要望をお持ちの人は行政相談制度をご利用くだ

さい。総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員がご相談をお聞き

し、解決方法を助言したり解決できるよう関係機関に取り次ぎします。

　相談は無料です。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談くだ

さい。　　　　　　　　　　　（３１ページ保健・相談コーナー参照）

５月１９日（月）～２５日（日）は

春の行政相談週間です

６月１日は「人権擁護委員の日」です
問い合わせ　人権課　☎７３－３００８

▲

三豊市の人権擁護委員（敬称略）

高松法務局人権擁護部では、下記の相談を行っていますのでお気軽に

お電話ください。（受付　平日午前８時３０分～午後５時１５分）

子どもの人権１１０番 女性の人権ホットライン

☎０５７０－０７０－８１０

財 田 町

山 本 町

詫 間 町

高 瀬 町

三 野 町

豊 中 町

仁 尾 町

岡　千代子 香川　徹男 重信　　厚

永田　浩一

藤村　　

豊島　芳　 

眞鍋　欣之

武川　　馨

組橋　　司

　桐　憲昭�

柚本　計悟�

近藤れい子�

　山　訓子�

小野　　子�

辻　　演美�

藤川　和子

渡里　典子

篠原　昌宏

青井　富子

大西　啓幸

山地　紘子

岩倉　　清

天満　宏子

貞廣　浩征

三谷サツキ

矢野　恵子

前川　美穗

いじめ、体罰、虐待など子どもに関する相談・情報は… 　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャル・

ハラスメント、ストーカー行為等でお困りの人は…

三豊市の行政相談委員（敬称略）

問い合わせ　総務課　☎７３－３０００

▲

高　瀬　町

山　本　町

三　野　町

豊　中　町

詫　間　町

仁　尾　町

財　田　町

池　田　耕　二

神　原　将　弘

森　　　　　登

十　鳥　茂　義

冨　山　修　武

塩　田　富　雄

神　山　　　正

（平池）

（西中）

（北村）

（ 南 ）

（須花）

（古江上）

（久保の下）

０１２０－００７－１１０

（山王）

（上三）

（浜中）

（大池の上）

（ 原 ）

（徳前西）

（新道）

（北地下）

（山本西三）

（須田西）

（原下）

（東浜下）

（片山）

（門前）

（荒戸下）

（ぎおん団地）

（宮ノ下）

（黒嶋）

（正本北）

（四ツ足中）

（中屋敷）

（船越）

（平見） （北郷）

（寺地）

（３区）

（中津賀）

　



岡田幸雄　　山下　猛　　福岡茂芳　　白川芳照　　入江　悟
篠原　守　　森　哲男　　香川　健　　高橋義光

徳永和司　　垣口文男　　片桐孝彦　　大平　清　　森　久數
森　良慥　　藤田幸治

関　太郎　　岡田美知子　 　磯崎　子　　宮本光男　　竹内完士

礒野昭重　　合田次男　　十鳥弘美　　佐倉一正　　野田　夫

眞鍋章憲　　横山茂樹　　　木　光　　渡辺省三　　河田光治
前川光壽　　石川　勝　　大坪　隆　　富田友良

喜田雄策　　塩田久雄　　齊賀　貴　　鴨田映子

川崎　俊　　大西隆弘　　多田博秀

交通指導員が決まりました
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　平成２０年１０月支給分より、世帯主の年金から天引
き（特別徴収）になります。

　市では高齢者に対する保健事業、福祉事業および介護保険事業を一体的に実施するため「三豊市高齢者保健福

祉計画および介護保険事業計画」を策定することになりました。

　３月２７日に開催された第１回策定委員会では、本市の介護保険事業の概要説明、被保険者へのアンケート等に

ついて検討しました。今後、４回の会議を開催し、計画策定を進めていきます。

仁井　昌彦

宮田　晴美

宮嵜　信男

　藤　

木村　啓介

横山　広子

小畑　陽理

林　みどり

岡田　武資

安藤　末子

三豊・観音寺医師会理事
西香川病院院長 松浦　嘉則

森　　富夫

前田　昭文

山崎　　豪

成行　明節

植岡　澤江

宮武千代美

小野ヤス子

太田　義　

滝口　澄子

６５歳以上７５歳未満の皆さんへ

国民健康保険税の
特別徴収が始まります

三豊市高齢者保健福祉計画および

介護保険事業計画策定委員が決定しました

三豊市の交通指導員（敬称略）

策定委員（敬称略）

　任期満了に伴い、平成２０年４月１日付けで３９人が再任され、新たに
３人に辞令が交付されました。

齋 滿

委 員 長

副委員長

委　　員

問い合わせ　税務課　☎７３－３００６

▲

問い合わせ　総務課　☎７３－３０００

▲

問い合わせ　介護保険課　☎７３－３０１７

▲

（　　　　　）

三豊市民生委員児童委員
協議会連合会　会長（　　　　　）

三豊市社会福祉協議会事務局長
３月３１日まで（　　　　　　）
三豊市社会福祉協議会事務局長
４月１日から（　　　　　　）

デイサービスセンター
せとうち代表取締役社長（　　　　　）

三豊市社会福祉協議会たかせ
在宅福祉サービス課課長（　　　　　　）

とよなか荘老人介護支援
センター施設長（　　　　　）

三豊地区地域リハビリ
テーション支援センター（　　　　　）
特別養護老人ホーム
みの施設長（　　　　　）

三豊歯科医師会
みやざき歯科医院医院長（　　　　　）

（瀬戸内短期大学教授）

（三豊市老人クラブ連合会　会長）

（三豊市自治会連合会　会長）

（三豊市婦人団体連絡協議会　会長）

（１号被保険者代表　公募委員）

（１号被保険者代表　公募委員）

（２号被保険者代表　公募委員）

（２号被保険者代表　公募委員）（栄養士会）

（グループホーム高瀬施設長）

高瀬町

山本町

詫間町

三野町

豊中町

仁尾町

財田町

※下記の①～③すべてあてはまる人

※ ただし、世帯主が国保被保険者以外の場合、個別に保

　 険税を納めることになります。（普通徴収）

①国保被保険者全員が６５歳以上７５歳未満の人

②特別徴収の対象となる年金の年額が１８万円以上の人

③介護保険料と国民健康保険税を合わせた額が年金額

　の２分の１を超えない人

対象者



七宝山の裾野と不動の滝、観音寺の路地裏味めぐりウォーク

山里財田の天然ホタルウォッチングと手打ちホタルうどんナイトウォーク

荘内半島の付け根一周ウォーク

フラワーパーク浦島
春の花摘みイベント世界麺フェスタ２００８ｉｎさぬき

５月１７･１８日

が三豊市で開催されます

24広報 2008年5月

日　　時 ５月３０日（金）　午前９時

参 加 費 ９００円（保険料込み） 申し込み締め切り ５月２６日（月）

集合場所 ＪＲ予讃線比地大駅

コ ー ス 約１２.４ｋｍ（約７時間）

ＪＲ比地大駅⇒熊岡八幡宮・宮池⇒岡本焼き窯＆ギャラリー⇒鳩八幡神社⇒
不動の滝（昼食）⇒城山寺（岡本城跡）⇒かなくま餅⇒道の駅ことひき⇒
観音寺路地裏味めぐり⇒ＪＲ観音寺駅

日　　時 ５月３１日（土）　午後６時４０分

　七宝山から望む美しい三豊の田園風景、伝統の「岡本焼き」の窯見学、お隣の観音寺の路地裏では昔な
がらの味を満喫。バラエティあふれる楽しいコース、皆さんもいっしょに歩きませんか？

　ホタルの里財田で、地元の皆さんが作る「手打ちホタルうどん」を楽しんだ後は、美しく幻想的な天然
ホタルの乱舞にうっとり。夜のウォークもなかなかオツなもの。ぜひ、一度体験してみませんか？

　瀬戸内海にちょこっと突き出た荘内半島の付け根を歩く健脚コース。映画などのロケ地でも有名な丸山
島や粟島・志々島を眺めながら歩く楠浜、詫間海軍航空隊記念碑など、見どころ満載！海風を感じながら、
初夏の一日を楽しみましょう！

　青い空、輝く海、緑美しい粟島をバックに、白くかれ
んなマーガレットが咲き誇るフラワーパーク浦島で、花
摘み体験をしてみませんか？

参 加 費 ８００円（夕食・保険料込み） 申し込み締め切り ５月２７日（火）

集合場所 ＪＲ土讃線讃岐財田駅

コ ー ス 約７.３ｋｍ（約３時間１５分）

ＪＲ讃岐財田駅⇒荒戸公民館（夕食・ホタルうどん）⇒北地地区（ホタルポイント）⇒
帰来川（ホタルポイント）⇒ＪＲ讃岐財田駅

日　　時 ６月７日（土）　午前９時

参 加 費 ５００円（保険料込み） 申し込み締め切り ６月４日（水）

集合場所 ＪＲ予讃線詫間駅

コ ー ス 約２１.６ｋｍ（約７時間３０分）

日　　時 ５月１８日（日）　午前１０時～午後２時

時　　間１７日(土)

場　　所 たからだの里さいた

内　　容 ・そば打ち体験（当日先着１５組)
・響屋ライブ
・韓国麺無料接待など

午前１０時～午後３時

時　　間 午前９時～午後３時１８日(日)
内　　容 ・うどん打ち体験（当日先着１５組）

・パークゴルフ大会
・よさこい踊りライブ
・うどん無料接待など

場　　所 詫間町フラワーパーク浦島

持 参 物 花きりばさみ

参 加 費 無料

ＪＲ詫間駅⇒詫間峠⇒古江（お花畑）⇒円明院⇒名部戸⇒丸山島⇒大浜（昼食）⇒
船越八幡宮⇒詫間海軍航空隊記念碑⇒須田 ⇒マリンウェーブ⇒ＪＲ詫間駅

駅から駅から

　おいしい笑顔は世界を結ぶ。おいしい麺は文化をつな
ぐ。「シルクロードは麺ロード」をテーマに香川県内を
世界の麺が駆け抜けています。
　さぁ、みんなでたからだの里さいたへ集合!!

限定６０名！

申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎６２－１１２９

▲

問い合わせ　詫間支所事業課　☎８３－８８０５

▲

問い合わせ　商工観光課　☎６２－１１２９

▲

（雨天決行）

要予約

参加者募集
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三豊市国際交流協会から （財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２

シリーズ
なんなん？食育No.２３

身 　 土 　 不 　 二

きすの緑茶揚げ

三野町学校給食センター

メニュー紹介

韓国で愛されている麺料理

　西アジアからシルクロードを通って伝わった小麦粉が、今ではさぬきを含め世界の国々で形を変え、さまざまな
麺料理になって親しまれています。
　今月は、韓国の麺について、国際交流員　崔 榮晋（チェ・ヨンジン）さんに聞いてみましょう。

　皆さんは『身土不二』という言葉を聞いたことがありますか？身は『からだ』土は『つち』で環境を意味しています。つま

りこの二つは、切り離しては考えられないということです。そして、地元でできた物を食べることが、身体にとてもよいとい

うことを表しています。地元で取れたお米や野菜、果物は皆さんと同じ環境で育っています。それを食べるということは、仲

間から力をもらうということです。

　給食センターでは、地元でとれた旬の食材を積極的に取り入れ、地産地消をすすめています。自然の恵に感謝して、家庭で

も地元で取れた旬の食材を食事に取り入れましょう。

高瀬町のお茶を衣に入れています

たけのこのおかか煮

財田町のたけのこを使っています

しん　　　　　　ど　　　　　　ふ　　　　　　じ

し ん ど ふ じ しん ど

からだ

　食べ物には、その国の風土が含まれています。韓国で

は、昔から食事の時に来るお客様には、老若男女を問わず

もてなしたり、一つの食べ物をみんなで分けて食べる習慣

があります。物を分けて食べる事には、「幸せはみんなで分

かち合う」という深い意味があります。特に、祭りや子ど

もの誕生、結婚の際には、村の人々を招いてみんなで和気

あいあいと同じお皿の食べ物を分け合います。そのうちの

ひとつが麺料理です。

　韓国の代表的な麺は温麺、冷麺、混ぜて食べる『ビビン

麺』、日本の打ち込みうどんに似ている『カルグックス』、そ

してすいとんに似ている『スゼビ』があります。今は冷麺

が夏の定番料理になっていますが、もともと韓国の北の地

域では、冷麺は冬に食べるものでし

た。逆に夏には、熱いそうめんなどが

食べられていました。

　最近では宴会を意味する『ジャンチ

グックス』という麺料理もとても人気

があります。この『ジャンチグック

ス』には韓国の伝統的な『オバンセク』という五つの色の

食材が入ります。『オバンセク』とは日本語で五方色（五つ

の方角を表す色）。中央を意味する黄色、東を意味する青

色、西を意味する白色、南を意味する赤色、そして北を意

味する黒色がその五つの色です。

　現在の韓国では、世界のさまざまな国の麺料理を食べる

ことが出来ます。中国の黒いソースのチャジャン麺、日本

のうどん、ラーメンやスパゲティなどが人気です。

ジャンチグックス

　おいしいものは

国を超え、人と人

を笑顔でつないで

くれるような気が

します。皆さんも

韓国や世界のさま

ざまな麺料理をぜ

ひ試してください

ね。

　開いたきすに、

煎茶を入れた衣を

つけて油で揚げま

す。

　ゆでたたけのこ

を５ミリくらいの

いちょう切りにし、

しょうゆ・みりん

で煮付け、最後に

かつお節を入れる。
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あなたが支える赤十字の活動

　５月１日から１カ月間、全国一斉に赤十字社員増強運動が「

　　　　 ～守ろう人間の尊さを」の標語のもとに展開されます。

　日本赤十字社は、人道・博愛の精神に基づき、広い分野での救援活動を積極的に行

っています。この他にも、救急法・家庭看護法などの講習の更なる普及、看護師の養

成確保、血液事業の推進、奉仕団・青少年赤十字活動の拡充等さまざまな事業を実施

しています。

　これらの赤十字事業の財源は、皆さんが日本赤十字社の社員に加入して納めていた

だく社資によって賄われています。この機会にぜひ赤十字社員にご加入ください。

●目標額　１世帯５００円（自治会長や婦人会長がお願いに伺います。）

●上記以外に社資を納めていただける方については、三豊市内の農協各支店・各出張所と福祉課または各支所

　市民サービス課で受付をします。

三
豊
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
を
選
任

５月は赤十字社員増強運動月間です！

三豊市の赤十字社員増強運動の取り組みについて

▲

問い合わせ　福祉課　☎７３－３０１５

　
４
月
１
日
、

市
長
よ
り
藤
原

俊
治
さ
ん
へ
団

長
を
任
命
、
そ

の
後
、
藤
原
団

長
が
副
団
長
以

下
、
各
方
面
隊

長
な
ど
を
任
命

し
ま
し
た
。

　
　
（
敬
称
略
）

　
団
　
長
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
俊
治
　

　
副
団
長
　
　
　
　
　
　
田
中
　
保
志

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
谷
川
　
利
行

　
高
瀬
方
面
隊
長
　
　
　
横
関
佐
太
郎

　
山
本
方
面
隊
長
　
　
　
藤
川
　
淳
一
　

　
三
野
方
面
隊
長
　
　
　
谷
口
　
順
一

　
豊
中
方
面
隊
長
　
　
　
筒
井
　
英
夫

　
詫
間
方
面
隊
長
　
　
　
内
田
　
芳
則

　
仁
尾
方
面
隊
長
　
　
　
吉
田
　
道
夫
　

　
財
田
方
面
隊
長
　
　
　
鈴
木
　
朝
則

　
眞
鍋
嘉
孝
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
４
月
１
日
付
け
で

後
任
（
補
欠
委
員
）
に
詫
間
町
の
喜
田
芳
晴
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
春
・
夏
編
に
続
い
て
実
施
し
た
秋
・
冬
編
に
も
９２
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

入
選
　高
木
正
澄（
高
松
市
）

佳
作
　山
西
　
勤（
高
瀬
町
）

〃
　

森
江
　
正（
善
通
寺
市
）
　〃
　

吉
川
　
努（
綾
川
町
）

〃
　

芝
崎
静
雄
（
松
山
市
）　
〃
　

河
田
道
隆（
仁
尾
町
）

〃
　

三
木
雅
也（
観
音
寺
市
）

〃
　
白
川
栄
一（
観
音
寺
市
）

〃
　

金
川
　
洋（
丸
亀
市
）
　〃
　

豊
島
　
孝（
高
瀬
町
）

〃
　

石
角
尚
義（
三
野
町
）
　〃
　

横
山
正
行（
詫
間
町
）

〃
　

西
村
光
洋（
高
松
市
）

〃
　
　宮
本
雅
光（
観
音
寺
市
）

〃
　

山
崎
雅
信（
財
田
町
）

〃
　

平
尾
泰
彦（
坂
出
市
）

〃
　

香
川
慎
吾（
観
音
寺
市
）
　〃

　
藤
田
徳
明（
財
田
町
）

〃
　

横
山
光
夫（
観
音
寺
市
）

〃
　

藤
田
エ
ミ
子（
財
田
町
）

入
選
作
品
は
、
次
の
場
所
で
展
示
し
ま
す
。

　
豊
中
町
図
書
館
　
　
　
５
月
１
日
〜
９
日

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
　
　
５
月
１０
日
〜
１９
日

　
高
瀬
天
然
温
泉
　
　
　
５
月
２０
日
〜
２８
日

　
仁
尾
町
図
書
館
　
　
　
５
月
２９
日
〜
６
月
１０
日

◆
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
　
☎
６２
・
１
１
２
９

三
豊
市
い
い
と
こ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
（
秋
・
冬
編
）
審
査
発
表
!!

優秀賞　　秋の梵鐘

　　　　　　篠原泰之（丸亀市）

　〃　　　海道

　　　　　　松本正子（丸亀市）

最優秀賞　みかん山の夕景

　　　　　　山田和範（観音寺市）
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クーリング・オフ制度とは

生　活

辞典豆
クーリング・オフ クーリング・オフをご存じですか？

▲

問い合わせ　西讃県民センター（三豊合同庁舎内）☎２５－５１３５

　訪問販売等で、セールスマンのうまい話に左右されて、うっかり
商品の購入契約や申し込みをすることがあります。しかし、一定の
期間内に書面で通知すれば、無条件で契約の解除や、申し込みの撤
回をすることができると定められているのが、クーリング・オフ制
度です。

クーリング・オフの仕方

　はがきに記載したら、コピーをとって手元に残し、郵
便局にて簡易書留で送付しましょう。クレジット契約を
結んでいる場合には、クレジット会社にも出しておくと
確実です。
　クーリング・オフの効力は、下記書面を発信したとき
（郵便消印日付）から生じます。

あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？

区分 応募資格 受付期間 試験日

内　容 日　時 対　象 費用／定員

日　時 場　所 受付相談方法名　称

申込締切

カヌー体験会

プールでOP

ヨット体験会

小学生

カヌー教室

高瀬海洋

　クラブ員

憲法週間記念無料

法律相談

高松家庭・

簡易裁判

所

高松地方

裁判所

丸亀支部

香川県弁

護士会館

（高松市）

こどもの日記念
無料相談
※いじめ等に限る

契
約
の
解
除
に
つ
い
て

郵便はがき

住
　
所

○
○
○
○
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
殿

　
平
成
○
年
○
月
○
日
貴
社
セ
ー
ル
ス

マ
ン
○
○
氏
に
勧
め
ら
れ
、
契
約
し
ま

し
た
○
○
○
○
○
○
○
は
、
都
合
に
よ

り
解
約
し
ま
す
。

平
成
○
年
○
月
○
日

住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
印

訪問販売

電話勧誘販売

特定継続的役務

マルチ商法

期　間 適用対象

書面受領の日
　　から８日間

書面受領の日
　　から２０日間

指定商品・
　　権利・役務

すべての商品・役務

面談
予約

不要

面談・

電話

相
 

談

相
　

談

Ｂ
＆
Ｇ
カ
ヌ
ー
・
ヨ
ッ
ト
教
室

　
参
加
者
・
ク
ラ
ブ
員
募
集

M

ITOYO CITY  IN
F

O

M

ITOYO CITY  IN
F

O

M

ITOYO CITY  IN
F

O

お 知
ら
せ

自
衛
官
募
集

募
　

集

募
　

集

比
地
大
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
臨
時
指
導
員
募
集

◆
場　

所

　
高
瀬
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
準
備
物

　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
装（
靴
）・

　
タ
オ
ル
・
着
替
え
・
飲
み
物

※
天
候
に
よ
っ
て
は
中
止
・
内
容
変

　
更
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
瀬
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
７３
・
４
７
０
０

◆
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
☎
２５
・
６
１
２
２

　
臨
時
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
明
る
く
て
子
ど
も
が
大
好
き
な

人
で
し
た
ら
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課

　

☎
７３
・
３
０
１
６
 

　
比
地
大
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
６２
・
２
９
５
５
 

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
弁
護
士
会

　
☎
０
８
７（
８
２
２
）３
６
９
３
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電気式生ごみ処理機の購入に
　　　　　　　　補助金が出ます

犬の不妊去勢手術に補助金が出ます

市内に住民票のある人（１世帯１基）交付対象

補助金額 購入価格の２分の１以内で、２万円を限度

とします。ただし、補助金の額に千円未満

の端数が生じたときは、その端数を切り捨

てます。

申請方法 電気式生ごみ処理機を購入する前に、商品

のカタログと見積書および印鑑を持参のう

え環境衛生課または各支所市民サービス課

で申請手続きをしてください。

補助金額 手術費用の２分の１以内で、５千円を限度

とします。ただし、補助金の額に千円未満

の端数が生じたときは、その端数を切り捨

てます。

交付対象 ・市内に住民票のある人

・犬の登録と１年以内に狂犬病予防注射を

　受けていること。

・手術を実施する動物病院は、香川県内で

　開業している動物病院に限る。

申請方法 手術した日から３０日以内（３月中に手術す

る場合は３月３１日まで）に、領収書およ

び印鑑を持参のうえ環境衛生課または各支

所市民サービス課で申請手続きをしてくだ

さい。

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎７３－３００７

第
５
回

　
香
川
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

５
月
の
健
康
教
室

三
豊
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
古
文
書
の
解
読
と
歴
史
の
学
習
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時

　
５
〜
９
月
の
第
３
木
曜
日

　
（
初
回
は
５
月
１５
日
）

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

※
期
間
中
に
現
地
研
修
を
予
定

◆
場　

所

　
瀬
戸
内
短
期
大
学

◆
講　

師

　
瀬
戸
内
短
期
大
学
　
橋
詰
　
茂
氏

◆
定　

員

　
５０
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料

　
無
料

（
別
途
資
料
代
３
０
０
円
必
要
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

　

☎
６２
・
１
１
１
３

◆
日　

時
　

　
５
月
１８
日（
日
）

　

①
午
前
９
時
３０
分
〜
　

　
②
午
前
１０
時
３０
分
〜

◆
場　

所
　

　
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

◆
定　

員

　
２０
人
程
度

◆
参
加
費

　
３
５
０
円

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

【
食
べ
て
治
し
て

　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
】

今
月
の
テ
ー
マ

　
　
　
　
〜
高
血
圧
・
心
臓
病
〜

①
健
康
学
習

◆
日　

時

　
５
月
１６
日（
金
）　

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

◆
テ
ー
マ

　
血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
脳
卒
中
・

　
心
臓
病
を
防
ご
う

②
調
理
実
習
　

◆
日　

時

　
５
月
３０
日（
金
）　

　
午
前
１０
時
〜
正
午

◆
テ
ー
マ

　
塩
分
を
控
え
て
も
お
い
し
い
食
事

【
腎
臓
病
教
室
】

◆
日　

時

　
５
月
１５
日（
木
）

　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時

◆
テ
ー
マ

　
腎
臓
病
に
や
さ
し
い
食
事
・
腎
不

　
全
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

【
糖
尿
病
教
室
（
夜
間
）
】

◆
日　

時

　
５
月
１５
日（
木
）

　
午
後
６
時
〜
７
時
３０
分

◆
テ
ー
マ

・
運
動
療
法
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

　
う

・
知
っ
て
い
ま
す
か
？
フ
ッ
ト
ケ
ア

※
毎
回
血
糖
、
尿
糖
、
体
脂
肪
の
測

　
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

　
る
人
は
、
教
室
の
開
催
時
間
の
１０

　
分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
各
教
室
と
も
事
前
に
予
約
が
必
要
〉

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 
 
 

　
三
豊
総
合
病
院

　
 
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
５２
・
３
３
６
６（
内
線
１
６
１
０
）

◆
日　

時

　
５
月
２５
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
場　

所

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

「
古
文
書
出
前
講
座
」（
前
期
）

き
な
こ
作
り
教
室
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申し込みができる人

●自ら居住する住宅を建築するために宅地を必要とする世
帯で、義務教育終了前の子ども（胎児を含む）を有する
世帯、および結婚後５年以内の世帯とします。
※本人および配偶者が重複して申し込むことはできませ
ん。

申し込み方法

●企画課にお申し込みください。申し込みには住民票謄
本、母子手帳の写し、戸籍謄本のうち申込者資格を確認
できるものを添付してください。

分譲条件

●自ら居住する住宅を、土地売買
　契約後３年以内に建築（完成）する。
●建築する住宅の延べ床面積は、
　７０㎡以上とする。
●合併浄化槽（一般型）を設置する。
●５年間の買い戻し特約付き。

●詫間駅から

　………車で約６分

●詫間小学校まで

　………徒歩約１３分

●詫間中学校まで

　………自転車で約６分

●永康病院まで

　………車で約５分

●支役所 詫間庁舎まで

　………車で約３分

三 豊 市 詫 間 町 西 野 地 区 宅地分
譲

▲

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

公園

※この図は、縮尺図ではありません

交通のご案内

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅

詫間小学校

詫間中学校

永康病院

たくまシーマックス

高
瀬
川

マリンウェーブ

市役所
詫間庁舎

こちら
です

〜
〜
〜
〜

親
子
ア
ニ
メ
上
映
会

ひ
き
こ
も
り
の
親
の
集
い

窓
口
用
封
筒
の
広
告
掲
載

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

水
道
料
金
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
お
支
払
い
で
き
ま
す

　
　
第
１
小
ホ
ー
ル

◆
内　

容

　
脳
卒
中
に
つ
い
て
の
講
演
会

◆
費　

用

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
日
本
脳
卒
中
協
会
香
川
県
支
部

（
香
川
大
学
医
学
部
循
環
器
・

　
　
　
　
腎
臓
・
脳
卒
中
内
科
内
）

　
☎
０
８
７（
８
９
１
）２
４
１
５

◆
日　

時

　
５
月
１０
日（
土
）

　
午
前
１１
時
〜
１１
時
５０
分

◆
場　

所

　
仁
尾
町
図
書
館

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
２
５
０
人
収
容
）

◆
対　

象

　
幼
児
、
小
学
校
低
学
年

◆
内　

容

　
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し

「
桃
太
郎
・
豆
つ
ぶ
こ
ろ
こ
ろ
・

　
　
わ
ら
し
べ
長
者
・
田
植
地
蔵
」

◆
参
加
料

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
不
要

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
図
書
館

　

☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日　

時

　
５
月
１４
日（
水
）　

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
3
階
研
修
室

◆
内　

容

　
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
個
人
相
談

◆
助
言
者

　
N
P
O
日
本
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
協
会
香
川
協
会
代
表
・
グ
ル
ー
プ

　
Ｗ
a
代
表
　
松
田
　
勝
氏

◆
対
象
者

　
ひ
き
こ
も
り
等
で
悩
ん
で
い
る
家

　
族

◆
費　

用

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　

☎
２５
・
２
０
５
２

　
水
道
料
金
を
納
入
通
知
書
に
よ
り

現
金
納
付
す
る
場
合
、
平
成
２０
年
４

月
分
（
３
月
使
用
分
）
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お
支
払
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
納
付
書
の
裏
に
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
表
示
が
あ
り
、

表
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
水
道
局
監
理
課

　
☎
６２
・
１
１
３
３

　
各
種
証
明
書
等
発
行
業
務
で
使
用

す
る
窓
口
用
封
筒
に
広
告
を
掲
載
で

き
ま
す
。

　
こ
の
封
筒
は
８
月
１
日
か
ら
１
年

間
、
市
民
課
、
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
に
設
置

し
ま
す
。

　
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
三
豊
市
広

告
事
業
実
施
要
綱
お
よ
び
三
豊
市
広

告
事
業
実
施
基
準
等
の
規
定
に
基
づ

き
審
査
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り
日

　
５
月
１６
日（
金
）ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課

　
☎
７３
・
３
０
０
５

催
し
物

催
し
物
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マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

青島広志
おしゃべりコンサート

アクロバット・サーカス

新世紀スーパー雑技

風間杜夫ひとり芝居

ドラえもん

６月２３日（月）
午後７時　開演

三豊市誕生２周年記念事業

健康相談

詫間福祉センター

豊中町保健センター

山本町保健センター

三野町保健センター

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

高瀬町農村環境改善センター

日　程 時　間 場　所

健康課　☎７３－３０１４

乳幼児健診

豊中

三野

三野

豊中

豊中

三野

豊中

三野

子育て支援課　☎７３－３０１６

対　象 日程 ※場所受付時間

◎希望者は事前に電話でお申し込みください。

児童相談 子育て支援課　☎７３－３０１６

※場所　豊中…豊中町保健センター
　　　　三野…三野町保健センター

１歳児までの乳児を
持つ家族　(希望者は
１週間前までに電話
でお申し込みくだ
さい）
　　　　※託児あり

離乳食講習会 子育て支援課　☎７３－３０１６

豊中

対　象 日程 ※場所受付時間

月月

高齢者総合相談

三豊市役所

三野町保健センター

仁尾庁舎

財田町国保高齢者保健福祉支援センター

山本町保健センター

豊中庁舎

詫間福祉センター

日　程 時　間 場　所

介護保険課　☎７３－３０１７
介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談に応じます。

日時

５月４日（日）①１０:３０②１３:３０
７月１４日（月）
午後７時　開演

テレビ朝日「題名のない音楽会」、

日本テレビ「世界一受けたい授業」

でもおなじのみ青島先生。

軽快なトーク＆ピアノをお楽しみ

ください。

日時
日時 ７月２８日（月）

午後７時　開演
日時

５月１１日（日）　午前１０時 ５月２５日（日）　午前１０時

全席指定席

全席指定席・消費税込み

※未就学児童は入場で
　きません。

料 金

映 画

のび太と緑の巨人伝

保 健 相 談　
コ ー ナ ー

チケット

発売中！

日　程 時　間 ※場　所

豊中

5    　MAY5    　MAY

チケット先行発売！チケット先行発売！
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税務課からのお知らせ

５月は、 の納付月です。

口座振替日および納期限

６月２日（月）

問い合わせ 税務課　☎７３－３００６

☆軽自動車税を納付書で納めた人は、領収書に
　車検時に必要な納税証明書がついています。
　大切に保管してください。�    
☆口座振替で納めた人へは、６月中旬に納税証
　明書をお送りします。�    

軽 自 動 車 税

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 0 9 6
6 9 , 6 8 1 人

人男

女

3 3 , 0 6 7
3 6 , 6 1 4

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただ
きました。厚くお礼申し上げます。 （敬称略・受付順）

（３月受付分）

社会福祉協議会へ

大野小学校へ

詫間町

高瀬町

高瀬町

高瀬町

高瀬町

観音寺市

三豊市の人口 平成２０年４月１日現在

河田　紀夫

宮　　剛昌

梶　　文子

小山　正伸

藤川　浩三

高瀬町

三野町

仁尾町

高瀬町

高瀬町

政本惠美子

島田　正士

三井　政敏

嶋田　　彦

高瀬町カラオケ同好会

渡邊久仁子

西香川病院へ

豊中町豊田　　尊

福祉課　☎７３－３０１５

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

上高野文化センター　☎６２－２３７７

人権課　☎７３－３００８または各支所市民サービス課

日　程 時　間 場　所

日　程 時　間 場　所

日　程 時　間 場　所

日　程 時　間 場　所

日程 医療機関名 電話番号市町名

日程 医療機関名 電話番号市町名

行政相談

人権相談

精神デイケア

職業相談

休日当番医

休日当番医 歯科

上高野文化センター

森川整形外科病院

クリニック池田

そがわ医院

西原クリニック

藤田脳神経外科医院

おざきこどもクリニック

高井医院

香川井下病院

藤川医院

石川医院

石井医院

かもだ内科クリニック

瀬尾医院

中央クリニック

ごうだ歯科医院

三宅歯科医院

あらき歯科クリニック

漆川歯科医院

高瀬町

観音寺市

豊中町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

山本町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

高瀬町

観音寺市

仁尾町

観音寺市

観音寺市

山本町

観音寺市

観音寺市

高瀬町公民館

三野町太陽の家

山本町老人ふれあいプラザ

三野町社会福祉センター

仁尾町老人福祉センター

豊中町福祉会館

高瀬町農村環境改善センター

仁尾庁舎

財田庁舎

詫間福祉センター

山本庁舎

粟島開発総合センター

豊中町福祉会館

高瀬町農村環境改善センター

詫間福祉センター

農業委員会事務局　☎６２－１１３７

日　程 時　間 場　所

農事相談

高瀬町公民館

山本庁舎

三野庁舎

豊中町福祉会館

総務課　☎７３－３０００または各支所市民サービス課

爲
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高瀬南部保育所

お別れ遠足楽しかったよ

仁尾小学校

自分たちの手で

いっぱいの学校にしよう

５月のおはなし会

山本町図書館

問い合わせ　山本町図書館　☎６３－１０４１▼

▲アルミ缶つみあげ大会

▲にお荘へのプレゼント

日　時 ５月２４日（土）午前１０時～ 

　「自分たちの学校生活を、自分たちの手で楽しいものに

しよう」と児童会が中心となって「笑顔いっぱい・元気い

っぱい・思いやりいっぱい」を合言葉に、自分たちが企

画・運営した活動を、１年を通して行っています。

　七夕コンサートやクリスマスコンサートでは、自分たち

の得意な歌や踊り、楽器演奏などを発表。全員で参加し

て、楽しいひとときを過ごしました。

　また、なんでもチャンピオン大会やアルミ缶つみあげ大

会も行いました。アルミ缶

つみあげ大会では、家庭か

らアルミ缶を持ち寄って、

学年が異なる６人が力を合

わせ挑戦しました。なんと

優勝チームは１９個も空き缶

をつみあげました。

　さらに、日常活動として毎週月・水・金曜日にアルミ缶

と牛乳パックを回収してい

ます。アルミ缶の収益金は

ユニセフ募金やにお荘への

プレゼントに使い、牛乳パ

ックはトイレットペーパー

と交換しています。

　今後も、自分たちの手で

企画・運営できる楽しい活

動を続けていきます。

　小春日和に恵まれた３月１２日。０歳児から３歳児ま

で全員で、鴨谷が原まで歩いてお別れ遠足に出かけまし

た。行く道中では、川の中を泳いでいる魚を見たり、季

節はずれのどんぐりを拾ったり、小鳥の声を聞いたりし

て、ドキドキワクワクし

ながら歩いて行きまし

た。鴨谷が原に着いて、

ジュースでのどの渇きを

潤したあと、広い野原で

自由探索を楽しみまし

た。枯れすすきを取って

刀にして遊ぶ子。かずらを見つけて引っ張りっこして遊

ぶ子。友だちと追いかけっこを楽しむ子。おもちゃがなく

ても自分で遊びを見つけて、自然を十分に満喫しました。

　保育所の周りは、四季を通して園外保育スポットがあ

ります。春は、田んぼの水路でおたまじゃくしの卵をす

くったり、桃畑で花見をしたり、歓喜院のくじゃくを見

に行ったりします。夏はカブトエビを取りに行きます。

秋は、くるみ拾いに行ったり、キウイ畑を見に行ったり

します。冬になると保育所周辺にマラソンコースをつく

り、寒くても元気に走っています。

　山本町図書館は、山本ふれあい公園の生涯学習センターにあります。

　毎月第４土曜日の午前１０時から同センター内の和室で、ふれあい公園ボランティアによるおはなし

会「えほんのへや」を開いています。絵本の読み聞かせ、

紙芝居、パネルシアター、わらべうた遊びなど、毎月楽し

いプログラムを工夫しています。

　子どもも大人も“ほっ”とできる、あたたかいひととき

をともに過ごしたいと思っています。どなたでも参加でき

ますので、ぜひ遊びに来てください。
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